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は
じ
め
に

　

中
国
の
少
数
民
族
の
な
か
に
、
人
為
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の

が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
人

為
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
シ
ン
ボ
ル
を
甘
受
す
る
人
々
が
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
に
鑑
み
、
現
実
的
に
「
少
数
民

族
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
が
ど
の
よ
う
な
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
人
々

の
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
今
日
の
多

民
族
国
家
中
国
を
理
解
す
る
上
で
実
に
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
本

稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
一
九
七
八
年
以
降
中
国
の

経
済
開
発
に
つ
れ
て
、
福
建
省
泉
州
市
が
所
轄
す
る
晋
江
市
陳
埭
鎮

の
回
族
住
民
に
よ
っ
て
「
少
数
民
族
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
め
ぐ
っ

て
行
わ
れ
た
様
々
な
経
済
的
社
会
的
活
動
の
内
容
、
理
由
と
本
質
を

検
証
し
、
今
日
の
多
民
族
国
家
中
国
に
お
け
る
「
民
族
」
と
い
う
シ

ン
ボ
ル
が
果
た
し
て
い
る
新
た
な
役
割
を
分
析
す
る
。

　

晋
江
市
は
中
国
で
著
名
な
「
僑
郷
」（
華
僑
の
故
郷
）
で
あ
り
、

全
市
の
陸
地
面
積
は
六
四
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
海
岸
線
は

一
二
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
市
街
地
を
除
き
、
晋
江
市
は
一
三

の
鎮
（
二
九
三
の
村
）
を
管
轄
し
、
戸
籍
上
の
住
民
数
は
一
〇
四
万

四
五
〇
〇
人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
常
に
一
〇
〇
万
人
以
上
の
外
来
人

口
が
あ
る
。
晋
江
は
本
来
「
県
」
で
あ
っ
た
が
、
農
業
人
口
の
減
少

と
都
市
人
口
の
増
加
に
つ
れ
て
一
九
九
二
年
に
「
県
級
」
の
「
市
」

に
「
昇
格
」
し
、
二
〇
〇
一
年
に
福
建
省
政
府
か
ら
「
中
等
都
市
」

と
の
認
定
を
受
け
た
。
全
国
の
県
お
よ
び
「
県
級
市
」
の
な
か
で

も
、
晋
江
は
強
い
経
済
力
を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
ま

経
済
開
発
と「
民
族
」の
役
割
の
再
発
見 
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で
に
一
六
年
連
続
し
て
「
福
建
省
十
強
県
」（
経
済
力
の
あ
る
県

ト
ッ
プ
10
）
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
り
、「
中
国
全
国
経
済
基
本
競

争
力
百
強
県
」
の
一
員
と
し
て
二
〇
〇
八
年
に
第
六
位
、
二
〇
〇
九

年
に
第
七
位
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

晋
江
市
は
、
現
在
一
三
の
「
鎮
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
三

鎮
の
う
ち
、
現
在
一
番
の
経
済
力
を
持
っ
て
い
る
の
が
陳
埭
鎮
で
あ

る
。
陳
埭
鎮
は
泉
州
湾
に
面
す
る
晋
江
東
部
平
原
に
位
置
し
、
二
五

の
行
政
村
と
一
農
場
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
面
積
は
三
八
・
八
一
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
海
岸
線
は
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
戸
籍
上
の

住
民
数
は
七
万
三
〇
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
出
稼
ぎ
に
来
て
い

る
人
口
は
常
時
二
〇
万
人
以
上
と
さ
れ
る
。
経
済
力
か
ら
言
え
ば
、

陳
埭
鎮
は
福
建
省
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
全
国
に
お
い
て
も
有
名
で

あ
り
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
数
年
連
続
し
て
福
建
省
の
「
五
〇
強
郷

鎮
」（
郷
鎮
ト
ッ
プ
50
）
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年

に
中
国
の
「
鎮
域
経
済
社
会
総
合
発
展
指
数
」
に
基
づ
い
て
選
ば
れ

た
全
国
の
「
一
千
強
郷
鎮
」（
郷
鎮
ト
ッ
プ1000

）
の
な
か
で
第
五

四
位
の
評
価
を
受
け
た
。

　

し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
陳
埭
鎮
の
経
済
発
展
に
対
し
て
最
も
貢

献
し
て
い
る
の
は
、
陳
埭
全
人
口
の
四
分
の
三
を
占
め
る
漢
民
族
住

民
で
は
な
く
、
全
人
口
の
約
四
分
の
一
で
し
か
な
い
回
族
の
人
々
で

あ
る
。
鎮
政
府
に
よ
る
例
年
の
経
済
統
計
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
以

来
、
陳
埭
の
回
族
住
民
に
よ
る
工
・
農
業
総
生
産
は
い
つ
も
鎮
全
体

の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
平
均
年
収
や
享
受
し
て

い
る
社
会
福
祉
の
面
で
も
回
族
住
民
の
方
が
よ
り
充
実
し
て
い
る
。

陳
埭
は
天
然
資
源
が
全
く
な
い
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
の
少
数
民
族
住

民
が
漢
民
族
住
民
よ
り
も
豊
か
に
な
っ
た
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
一
九
七
八
年
以
降
の
中
国
全
体
の
経
済
開
発
政
策
に
対
し
て
む

し
ろ
少
数
民
族
住
民
の
方
が
上
手
に
順
応
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
の
経
済
開
発
政
策
へ
の
順
応
は
、「
少
数
民

族
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
間
に
い
っ
た
い
何
の
関
係
が
あ
り
う

る
の
か
。
そ
し
て
、
た
と
え
あ
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
他
の
地
域
、
他

の
少
数
民
族
に
と
っ
て
は
そ
の
効
果
が
陳
埭
ほ
ど
目
立
た
な
い
の
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か
。
い
ま
ま
で
、
中
国
の
ご
く
一
部
の
研
究
者
は
、
中
国
沿
海
地
域

に
居
住
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
特
殊
な
集
団
で
あ
る
陳
埭
の
回

族
社
会
に
関
し
て
、
そ
の
社
会
変
遷
や
文
化
変
容
の
側
面
か
ら
あ
る

程
度
の
関
心
を
示
し
て
き
〉
1
〈

た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、「
陳
埭
回

族
」
が
主
体
と
し
て
行
っ
た
経
済
開
発
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
、
と

く
に
「
民
族
」
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
内
容
と
特
徴
を
分
析
す
る
も

の
は
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
本
文
は

基
本
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
入
手
し
た
一
次
資
料
に
依
拠
す

る
。

一
　
比
較
か
ら
見
た
「
陳
埭
回
族
」
の
経
済
力

　

陳
埭
と
い
う
名
称
は
、
事
実
上
行
政
単
位
と
し
て
の
「
陳
埭
鎮
」

と
地
域
概
念
と
し
て
の
「
陳
埭
」（
主
に
岸
兜
、
鵬
頭
、
江
頭
、
渓

辺
、
西
坂
、
四
境
、
花
庁
口
の
七
つ
の
村
）
と
い
う
ふ
う
に
現
地
の

人
々
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
。
地
域
概
念
と
し
て
の
「
陳

埭
」
は
、
行
政
区
画
上
に
お
い
て
一
九
四
九
年
一
〇
月
か
ら
五
二
年

ま
で
に
晋
江
県
第
五
区
（
区
政
府
駐
在
地
は
現
在
晋
江
市
政
府
の
駐

在
地
に
な
っ
た
「
青
陽
村
」）
に
属
し
て
い
た
が
、
五
二
年
七
月
か

ら
第
七
区
、
一
九
五
五
年
九
月
に
涵
坂
区
（
二
つ
の
区
政
府
駐
在
地

は
い
ず
れ
も
涵
口
村
）、
一
九
五
六
年
六
年
に
池
店
区
、
一
九
五
八

年
三
月
に
蘇
厝
郷
（
池
店
区
と
蘇
厝
郷
政
府
駐
在
地
は
み
な
池
店

村
）
へ
と
変
更
さ
せ
ら
れ
、
そ
し
て
一
九
五
八
年
か
ら
の
人
民
公
社

運
動
の
な
か
蘇
厝
人
民
公
社
（
公
社
本
部
駐
在
地
は
新
店
村
）
へ
と

編
入
さ
せ
ら
れ
た
。
池
店
と
新
店
が
そ
の
地
名
か
ら
か
つ
て
の
商
業

集
散
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、「
蘇
厝
」
に
は
大
き
な
宗
族
勢

力
が
あ
っ
〉
2
〈

た
。
涵
口
と
蘇
厝
が
現
在
な
お
陳
埭
鎮
の
一
つ
の
村
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
に
「
陳
埭
」
は
政
治
的
に
も
経

済
的
に
も
地
域
社
会
の
中
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
一
九
六
一
年
に
「
陳
埭
人
民
公
社
」
が
設
置
さ
れ
、
公
社

の
本
部
が
地
理
的
な
「
陳
埭
」
の
中
心
で
あ
る
四
境
村
に
置
か
れ

た
。
一
九
八
四
年
に
「
陳
埭
人
民
公
社
」
は
経
済
の
発
展
と
「
離
農

人
口
」
の
増
加
に
よ
っ
て
「
陳
埭
鎮
」
へ
と
「
昇
格
」
さ
せ
ら
れ
た

が
、
鎮
政
府
の
駐
在
地
は
四
境
村
の
ま
ま
だ
っ
た
。
か
つ
て
行
政
区

画
が
頻
繁
に
変
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
陳
埭
」
が
五

〇
年
間
に
わ
た
っ
て
「
陳
埭
鎮
」
の
中
心
的
な
地
理
位
置
を
ず
っ
と

占
め
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
、
そ
の
地
域
全
体
に
お
け
る
経
済
的

な
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

陳
埭
鎮
は
現
在
二
五
の
行
政
村
（
行
政
村
が
人
民
公
社
時
代
の

「
生
産
大
隊
」
に
相
当
す
る
）
を
所
轄
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
そ
の
な
か
の
「
陳
埭
」、
つ
ま
り
岸
兜
、
鵬
頭
、
江
頭
、
渓

辺
、
西
坂
、
四
境
（
前
社
、
後
社
、
下
溝
、
後
坂
の
四
つ
の
自
然
村

か
ら
構
成
）、
花
庁
口
（
花
庁
口
、
湖
尾
、
溝
尾
、
村
下
頭
の
四
つ

の
自
然
村
か
ら
構
成
）
な
ど
七
つ
の
行
政
村
（
一
三
の
自
然
村
）
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
地
理
的
「
陳
埭
」
の
住
民
が
ほ
と
ん
ど
「
回

族
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
陳
埭
の
全
人
口
は
、
人
民
公
社
の
時
代
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に
最
大
六
万
人
前
後
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
二
年
の

統
計
に
よ
れ
ば
、
当
時
「
陳
埭
」
の
七
つ
の
生
産
大
隊
（
現
在
の
七

つ
の
行
政
村
）
の
人
口
は
三
三
三
七
戸
、
一
万
六
〇
三
〇
人
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
漢
族
人
口
は
わ
ず
か
一
三
九
二
人
で
あ

り
、「
回
族
」
の
人
口
は
一
万
四
六
三
八
人
で
あ
り
、
七
つ
の
村
の

人
口
の
九
一
％
強
、
陳
埭
人
民
公
社
全
人
口
全
体
の
二
三
％
以
上
を

占
め
て
い
〉
3
〈

た
。
回
族
の
割
合
が
非
常
に
高
〉
4
〈

い
た
め
、
現
在
こ
の
七
つ

の
行
政
村
は
「
回
族
村
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
人
民
公
社
当
時
の
回
族
住
民
も
漢
族
住
民
と
変
わ
ら
ず
農

業
を
営
み
、
そ
し
て
漢
族
よ
り
も
生
活
の
面
に
お
い
て
困
窮
し
て
い

た
。「
埭
」
と
は
「
干
拓
地
」
で
あ
り
、「
陳
埭
」
は
本
来
典
型
的
な

稲
作
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
住
民
一
人
当
た
り
の
農
地
面
積
が
極

め
て
少
な
い
た
め
、
陳
埭
人
民
公
社
は
有
名
な
「
高
産
窮
郷
」
で
あ

り
、
収
穫
量
は
高
い
が
生
活
状
況
の
面
で
は
他
の
地
域
よ
り
貧
し

か
っ
た
。
陳
埭
鎮
が
提
供
し
た
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
陳
埭
人
民
公

社
当
時
、
公
社
全
体
の
農
地
は
三
万
二
二
七
九
ム
ー
（
一
ム
ー
は

六
・
六
六
七
ア
ー
ル
、
一
五
分
の
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
う
ち
水
田

が
三
万
一
八
七
五
ム
ー
）
で
あ
り
、
一
人
当
た
り
の
農
地
は
わ
ず
か

五
・
三
七
ム
ー
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
地
域
概
念
と

し
て
の
「
陳
埭
」
つ
ま
り
「
回
族
七
村
」
の
一
人
当
た
り
の
農
地
面

積
が
、
陳
埭
人
民
公
社
全
体
の
平
均
よ
り
も
少
な
く
、
〇
・
四
九

ム
ー
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
〉
5
〈

る
。

　

当
時
の
「
陳
埭
」
の
七
つ
の
生
産
大
隊
自
然
村
に
は
三
二
一
〇

ム
ー
の
干
潟
と
一
一
五
三
ム
ー
の
湖
沼
地
が
あ
っ
た
が
、
農
地
は
七

九
三
四
ム
ー
で
あ
り
、
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、
江
頭
村
が
〇
・
七

一
ム
ー
、
渓
辺
村
が
〇
・
四
八
ム
ー
、
岸
兜
村
が
〇
・
四
八
ム
ー
、
鵬

頭
村
が
〇
・
五
〇
ム
ー
、
西
坂
村
が
〇
・
四
五
ム
ー
、
と
く
に
四
境
で

は
わ
ず
か
〇
・
二
九
ム
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
ム
ー
当
た
り

の
農
作
物
収
穫
量
は
、
一
九
七
八
年
が
八
三
六
・
五
キ
ロ
、
一
九
七

九
年
が
一
〇
一
七
・
五
キ
ロ
、
一
九
八
〇
年
が
一
〇
〇
四
・
五
キ
ロ
、

一
九
八
一
年
が
九
五
四
キ
ロ
、
一
九
八
二
年
が
一
〇
四
二
・
五
キ

ロ
、
一
九
八
三
年
は
虫
害
に
あ
っ
た
が
九
四
二
・
五
キ
ロ
だ
っ
た
な

ど
、
高
い
単
位
収
穫
量
が
維
持
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

人
当
た
り
の
一
年
に
利
用
で
き
る
食
料
は
三
二
六
・
八
キ
ロ
、
三
〇

八
・
三
キ
ロ
、
三
〇
〇
キ
ロ
、
三
二
三
・
五
キ
ロ
、
二
八
二
・
五
キ
ロ

に
過
ぎ
ず
、
貧
困
状
態
が
続
い
て
い
〉
6
〈
た
。
当
時
、「
農
業
な
ら
（
困

難
を
克
服
し
て
奮
闘
し
続
け
る
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
た
）
大
寨
に
学

び
、
闘
殴
な
ら
陳
埭
に
習
う
」
と
い
う
諺
が
で
き
た
ぐ
ら
い
、
他
宗

族
と
の
「
械
闘
」（
武
力
衝
突
）
が
頻
繁
に
起
こ
る
な
ど
、
陳
埭
に

お
い
て
は
社
会
の
貧
困
と
不
安
定
が
双
子
の
よ
う
に
存
在
し
て
い

た
。

二
　
経
済
開
発
の
潮
流
に
乗
る

　

し
か
し
、
六
〇
年
代
や
七
〇
年
代
に
貧
し
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
陳
埭
人
民
公
社
の
中
心
は
「
陳
埭
」
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
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こ
に
あ
っ
た
宗
族
間
の
力
学
な
ど
に
つ
い
て
の
検
証
は
別
稿
に
譲
る

が
、
一
九
七
八
年
末
か
ら
の
改
革
開
放
時
期
に
入
っ
て
か
ら
も
「
陳

埭
」
が
陳
埭
鎮
の
政
治
的
中
心
（
鎮
政
府
所
在
地
）
の
地
位
を
維
持

で
き
た
最
も
重
要
な
理
由
は
、「
陳
埭
」
が
経
済
開
発
に
お
い
て
周

辺
地
域
を
圧
倒
す
る
大
き
な
経
済
的
実
力
を
身
に
つ
け
、
陳
埭
鎮
の

経
済
成
長
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
ず
っ
と
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
八
七
年
に
陳
埭
鎮
全
体
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
・
四
五
億

元
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
七
三
億
元
、
二
〇
〇
六
年
に
一
八

五
・
六
億
元
で
、
年
平
均
二
六
・
二
％
増
加
し
た
。
ま
た
、
納
税
額
は

二
〇
〇
二
年
に
三
・
〇
六
億
元
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
七
・
八
二

億
元
で
、
年
平
均
二
六
・
四
％
増
加
し
た
。
二
〇
〇
六
年
の
陳
埭
の

工
・
農
業
総
生
産
や
納
税
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
晋
江
市
の
ト
ッ
プ

だ
っ
〉
7
〈
た
。
し
か
し
下
記
の
デ
ー
タ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
も
し
七

つ
の
回
族
村
か
ら
な
る
地
理
的
「
陳
埭
」
が
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は

こ
の
行
政
単
位
の
中
心
的
な
地
位
を
占
め
な
け
れ
ば
、「
陳
埭
鎮
」

の
輝
か
し
い
経
済
発
展
も
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
〇
〇
一
年
、
陳
埭
鎮
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
〇
八
・
五
億
元

だ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
回
族
七
村
が
五
八
・
八
九
億
元
で
鎮
全
体
の

五
四
・
三
％
を
占
め
た
。
納
税
額
は
鎮
全
体
が
五
・
〇
九
億
元
で
、
そ

の
う
ち
回
族
七
村
が
三
・
〇
六
億
元
で
六
〇
％
を
占
め
た
。
鎮
全
体

の
輸
出
は
大
き
く
伸
び
て
四
六
億
元
に
達
し
た
が
、
そ
の
う
ち
回
族

七
村
も
前
年
の
一
六
・
七
億
元
か
ら
二
七
・
五
億
元
に
成
長
し
、
鎮
全

体
の
五
九
・
八
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
陳
埭
鎮
に

お
い
て
年
納
税
額
が
五
〇
〇
万
元
以
上
の
企
業
は
六
社
だ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
四
社
が
回
族
七
村
の
企
業
で
鎮
全
体
の
六
七
％
を
占
め

た
。
ま
た
同
じ
年
、
回
族
七
村
に
は
年
生
産
額
が
一
千
万
元
以
上
の

企
業
は
五
五
社
、
一
億
元
以
上
の
企
業
は
一
二
社
も
あ
っ
〉
8
〈
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
陳
埭
鎮
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
八
五
・
六
億
元

で
、
そ
の
う
ち
回
族
七
村
が
二
〇
〇
五
年
の
七
五
・
五
億
元
よ
り
三

〇
％
増
の
九
八
・
三
七
億
元
に
な
り
、
陳
埭
鎮
全
体
の
五
二
・
八
％
を

占
め
〉
9
〈

た
。
納
税
額
は
七
・
八
二
億
元
で
、
そ
の
う
ち
回
族
七
村
が
四
・

六
三
億
元
で
（
二
〇
〇
五
年
よ
り
二
四
・
五
％
増
）
鎮
全
体
の
五
九
・

二
％
を
占
め
〉
10
〈
た
。
こ
の
年
に
陳
埭
鎮
で
生
産
額
が
一
億
元
を
超
え
た

企
業
四
〇
社
の
う
ち
、
四
七
・
五
％
に
相
当
す
る
一
九
社
は
回
族
七

村
の
企
業
で
あ
っ
た
。
中
国
著
名
商
標
を
取
得
し
た
企
業
は
陳
埭
鎮

に
二
七
社
あ
り
、
そ
の
六
三
％
に
相
当
す
る
一
七
社
が
回
族
七
村
の

企
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
福
建
省
著
名
商
標
を
取
得
し
た
企
業
は
二

八
社
あ
り
、
そ
の
七
五
％
に
相
当
す
る
二
一
社
が
回
族
七
村
の
企
業

で
あ
る
。
福
建
省
ブ
ラ
ン
ド
は
一
四
種
で
鎮
全
体
の
一
九
種
の
七

四
％
を
占
め
〉
11
〈
る
。
国
の
機
関
に
よ
る
品
質
チ
ェ
ッ
ク
が
免
除
さ
れ
た

製
品
は
、
陳
埭
鎮
に
二
〇
品
目
あ
り
、
そ
の
七
五
％
に
相
当
す
る
一

五
品
目
が
回
族
七
村
の
企
業
に
よ
る
製
品
で
あ
っ
〉
12
〈

た
。
回
族
七
村
の

企
業
が
生
産
す
る
「
徳
爾
恵
」、「
361
度
」、「
金
莱
克
」、「
安
踏
」
な

ど
の
製
品
（
い
ず
れ
も
靴
）
は
「
中
国
の
最
も
価
値
が
あ
る
ブ
ラ
ン

ド
・
リ
ス
ト
500
」
に
入
れ
ら
れ
、「
安
踏
」
運
動
靴
は
全
国
の
ス
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ニ
ー
カ
ー
市
場
に
お
い
て
五
年
連
続
全
国
一
の
市
場
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
〉
13
〈

た
。
二
〇
〇
九
年
現
在
、
陳
埭
鎮
の
九
社
の
企
業
が
中
国
や
香

港
そ
し
て
そ
の
他
の
国
の
株
式
市
場
に
上
場
し
、
そ
の
な
か
に
回
族

七
村
の
企
業
は
五
社
あ
っ
〉
14
〈

た
。
陳
埭
鎮
は
現
在
中
国
の
「
鞋
都
」

（
靴
の
都
）
を
誇
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
回
族
七
村
の
貢
献

が
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
〉
15
〈

る
。

　

一
連
の
経
済
開
発
を
通
じ
て
陳
埭
鎮
は
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
り
、

国
家
財
政
に
対
す
る
貢
献
も
年
々
増
え
た
が
、
そ
の
納
税
額
に
お
け

る
回
族
七
村
の
割
合
も
い
つ
も
変
わ
ら
ず
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
九
四
年
は
鎮
全
体
が
二
五
四
四
万
元
で
あ
り
、
回
族
七
村
が
一

九
〇
八
万
元
だ
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
は
鎮
全
体
が
五
・
〇
九
億
元
で

あ
り
、
回
族
七
村
が
三
・
〇
六
億
元
だ
っ
た
。
陳
埭
鎮
の
経
済
発
展

は
、
当
然
多
く
の
外
来
の
工
場
労
働
者
人
口
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た

も
の
で
も
あ
る
〉
16
〈

が
、
陳
埭
鎮
に
お
け
る
回
族
七
村
人
口
の
少
な
さ
と

そ
の
強
い
経
済
力
は
非
常
に
対
照
的
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
に
陳
埭
鎮
の
人
口
は
七
万
八
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た

が
、
回
族
七
村
の
人
口
は
二
万
二
一
〇
〇
人
で
鎮
人
口
全
体
の
二

八
・
四
％
し
か
占
め
て
い
な
か
っ
た
。
世
帯
総
数
が
五
五
八
〇
だ
っ

た
陳
埭
の
回
族
は
、
こ
の
年
ま
で
に
す
で
に
九
三
二
社
の
企
業
を
作

り
、
こ
の
年
に
中
国
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
に

見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
著
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
〉
17
〈

た
。
陳
埭

鎮
に
お
い
て
は
回
族
人
口
の
上
昇
率
が
明
ら
か
に
漢
族
を
上
回
っ
て

い
る
。
不
完
全
な
統
計
資
料
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
陳
埭
の
回

族
人
口
は
二
〇
〇
四
年
に
二
万
二
三
〇
〇
人
を
上
回
〉
18
〈
り
、
二
〇
〇
六

年
に
鎮
全
人
口
の
三
〇
・
七
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
回
族
七
村
の
面
積
は
約
一
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
鎮
全

体
の
三
〇
・
九
％
に
過
ぎ
な
〉
19
〈

い
。

　

陳
埭
回
族
七
村
の
二
〇
〇
六
年
の
工
・
農
業
総
生
産
は
九
八
・
三

七
億
元
で
あ
り
、
中
国
の
改
革
開
放
が
始
ま
っ
た
一
九
七
八
年
の
三

五
二
万
元
に
比
べ
る
と
二
万
七
九
四
五
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
。
経

済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
回
族
七
村
の
普
遍
的
な
現
象
で

あ
っ
〉
20
〈

た
。
回
族
七
村
の
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て
住
民
の
平
均
年
収

も
増
え
、
し
か
も
周
辺
の
漢
族
村
住
民
を
上
回
っ
た
。
一
九
九
四
年

に
回
族
七
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
〇
・
〇
五
億
元
で
あ
り
、
住

民
一
人
当
た
り
の
年
収
は
四
四
七
八
元
だ
っ
〉
21
〈

た
。
二
〇
〇
〇
年
に
回

族
七
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
三
一
・
〇
八
億
元
に
達
し
、
一
人
当

た
り
の
年
収
は
七
五
八
一
元
に
達
し
〉
22
〈

た
。
二
五
の
行
政
村
と
二
八
〇

〇
社
以
上
の
企
業
を
有
す
る
陳
埭
鎮
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
晋

江
市
に
お
い
て
も
他
の
地
域
に
経
済
力
の
格
差
を
付
け
た
こ
と
が
一

目
瞭
然
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
に
陳
埭
回
族
七
村
の
一
人

当
た
り
の
平
均
年
収
は
一
万
七
五
元
と
な
っ
た
が
、
晋
江
市
の
他
の

五
つ
の
民
族
村
の
平
均
年
収
は
七
三
〇
六
元
に
過
ぎ
な
か
っ
〉
23
〈

た
。

　

経
済
力
の
成
長
に
と
も
な
い
回
族
七
村
の
社
会
福
祉
も
向
上
し

た
。
渓
辺
村
は
一
九
九
三
年
か
ら
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
一
七
五
名

を
対
象
に
毎
月
「
養
老
金
」（
老
人
補
助
金
）
を
支
給
し
、
そ
し
て

年
一
回
の
無
料
健
康
診
断
と
福
建
省
内
観
光
を
実
施
し
、
福
建
省
で



1983年陳埭回族七つの生産大隊の労働力人数

人口数
隊別 人口総数 労働力総数 企業就業人口

江　頭
渓　辺
岸　兜
鵬　頭
西　坂
四　境
花庁口

3,510
2,070
3,134
1,669
970

2,678
2,169

1,607
885

1,420
410

410

898

580

635

180

278

413

203

555

632

合　計 16,200 6,210 2,896

出所：廈門大学『晋江県陳埭公社回族調査報告』（ガ
リ版、1984年）８、70頁より作成。
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は
じ
め
て
の
「
農
民
養
老
金
制
度
」
を
制
定
し
た
村
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
回
族
七
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
老
人
協
会
が
設
立
さ
れ
、
西
坂
と

四
境
な
ど
の
村
も
相
次
い
で
「
養
老
金
」
の
制
度
を
導
入
し
、
高
齢

者
に
対
し
て
月
に
一
人
五
〇
元
か
ら
六
〇
元
を
支
給
し
て
い
る
。
現

在
、
回
族
七
村
の
老
人
は
祝
日
祭
日
ご
と
に
老
人
協
会
か
ら
三
〇
〇

〜
五
〇
〇
元
の
慰
労
金
が
支
給
さ
れ
、
そ
し
て
福
建
省
内
の
旅
行
と

健
康
診
断
を
年
に
一
回
無
料
で
受
け
て
い
〉
24
〈

る
。
ま
た
、
回
族
七
村
は

「
回
族
身
体
障
碍
者
協
会
」
を
設
立
し
、
三
七
〇
名
以
上
の
協
会
員

に
対
し
て
も
祝
日
祭
日
ご
と
に
補
助
金
を
出
し
て
い
〉
25
〈

る
。

三
　
工
業
化
の
先
頭
を
走
る

　

中
国
各
地
の
経
済
開
発
と
同
じ
く
、
陳
埭
鎮
の
経
済
発
展
は
基
本

的
に
工
業
化
の
道
を
歩
む
こ
と
に
あ
り
、
回
族
七
村
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
一
九
七
八
年
に
陳
埭
回
族
の
七
つ
の
生
産
大
隊
の
工
・
農

業
総
生
産
は
二
八
五
・
九
万
元
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
農
業
と
工

業
・
副
業
（
魚
貝
類
の
養
殖
）
に
よ
る
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
四
八
・

五
％
と
五
一
・
五
％
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
一
九
八
二
年
に
は

工
・
農
業
総
生
産
が
一
〇
一
三
・
二
万
元
に
上
昇
し
、
そ
の
う
ち
農

業
に
よ
る
も
の
は
わ
ず
か
一
七
・
二
％
に
ま
で
下
が
っ
た
。
一
九
八

三
年
に
は
陳
埭
の
回
族
農
民
が
共
同
出
資
し
て
起
こ
し
た
企
業
が
一

七
七
社
に
ま
で
発
展
し
た
。
こ
の
年
に
陳
埭
回
族
の
七
つ
の
生
産
大

隊
の
企
業
就
業
人
口
は
二
八
九
六
人
に
上
り
、
そ
の
労
働
力
総
数
の

四
六
・
六
％
強
に
な
っ
た
。
一
九
八
三
年
の
「
郷
鎮
企
業
」
に
よ
る

工
業
総
生
産
は
八
七
七
・
九
九
万
元
に
達
し
た
ほ
か
、
魚
貝
類
の
養

殖
な
ど
「
副
業
」
に
よ
る
収
入
も
一
九
七
・
九
万
元
に
達
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
、「
回
族
七
村
は
揃
っ
て
村
の
工
・
農
業
総
生
産
が

一
億
元
を
突
破
し
〉
26
〈
た
」。
回
族
七
村
の
工
・
農
業
総
生
産
合
計
の
う

ち
、
企
業
に
よ
る
部
分
は
三
〇
・
八
〇
億
元
で
あ
り
、
農
業
総
生
産

は
わ
ず
か
一
億
元
で
三
・
二
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
農
業
技
術
の

向
上
や
機
械
化
、
自
流
式
灌
漑
の
実
現
な
ど
に
と
も
な
っ
て
土
地
が

一
部
の
農
民
に
集
中
し
、こ
の
年
ま
で
に
、回
族
七
村
の
農
地
総
面
積

の
七
〇
％
以
上

に
当
た
る
四
二

〇
〇
ム
ー
以
上

の
農
地
が
五
四

の
農
家
に
よ
っ

て
請
け
負
わ

れ
、
九
〇
％
以

上
の
農
業
労
働

力
が
企
業
の
経

営
者
や
従
業
員

に
変
身
し
）
27
（

た
。

こ
の
年
、
回
族

七
村
の
「
郷
鎮

企
業
」
の
数
は
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九
三
五
社
に
な
り
、
七
つ
の
村
を
結
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
路
が
で

き
、
渓
辺
か
ら
西
坂
・
四
境
を
通
っ
て
晋
江
市
街
地
に
繋
が
る
幅
三

六
メ
ー
ト
ル
の
「
製
靴
材
料
大
通
り
」
が
で
き
、
こ
こ
に
三
〇
〇
以

上
の
店
が
集
中
し
、
中
国
三
大
製
靴
材
料
市
場
の
一
つ
に
な
り
、
回

族
七
村
は
か
つ
て
の
貧
し
い
農
村
か
ら
「
都
市
化
へ
と
大
き
く
邁
進

し
〉
28
〈

た
」。「
走
去
国
門
」（
国
境
を
越
え
て
商
売
を
）
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
か
つ
て
農
村
だ
っ
た
陳
埭
で
つ
く
ら
れ
た
工
業
製
品

が
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
欧
州
、
香
港
な
ど
二
一
の
国
家
と
地

域
に
輸
出
さ
れ
、
国
際
市
場
も
ま
す
ま
す
切
り
開
か
れ
て
い
っ
〉
29
〈

た
。

　

工
業
化
と
都
市
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
、
二
〇
〇
七
年
の
陳
埭
鎮
の

工
・
農
業
総
生
産
二
二
八
・
六
五
億
元
の
う
ち
、
工
業
総
生
産
が
二

二
八
億
元
な
の
に
対
し
、
農
業
総
生
産
は
わ
ず
か
〇
・
六
五
億
元
で

あ
り
、
総
額
に
お
け
る
割
合
は
〇
・
二
八
％
へ
と
下
が
っ
た
。
こ
の

年
、
回
族
七
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
二
二
・
七
八
四
億
元
と
な

り
、
鎮
全
体
の
五
三
・
七
％
を
占
め
た
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
回
族
七
村
の
工
業
総
生
産
が
一
二
二
・
五
六
億
元
で
鎮
の
工
・

農
業
総
生
産
の
五
三
・
六
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、
農
業
総
生
産
は

〇
・
二
二
四
億
元
で
約
〇
・
一
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
回
族
七
村
で
は
、
工
・
農
業
総
生
産
に
占
め
る
農
業
総

生
産
の
割
合
は
〇
・
一
八
％
で
あ
り
、
鎮
全
体
の
〇
・
二
八
％
よ
り
低

か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
に
こ
の
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
鎮

全
体
が
〇
・
二
九
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
回
族
七
村
で
は
〇
・
一
五
％

と
な
っ
〉
30
〈

た
。
回
族
七
村
に
も
、
一
人
で
四
〇
〇
ム
ー
以
上
の
農
地
を

請
け
負
っ
た
人
が
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
農
業
方
式
と
決
別
し
て

農
業
を
企
業
化
し
た
人
も
い
〉
31
〈

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
陳
埭
鎮
は
現
在
で

も
食
糧
の
自
給
自
足
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
全
国
の
モ
デ
ル
農
村
と

し
て
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
あ
〉
32
〈

る
。
回
族
七
村
で
は
、
企
業
化
し
た

農
業
を
営
む
村
民
も
い
る
一
方
で
、
陳
埭
鎮
の
他
の
村
々
に
比
べ

て
、
工
業
化
の
程
度
が
明
ら
か
に
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
の
生
産
額
を
見
る
と
、
陳
埭
鎮
で
一
億
元
を
超
え
た

企
業
は
四
一
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
回
族
七
村
が
二
一
社
で
鎮
全
体
の

五
一
・
二
％
を
占
め
、
三
億
元
を
超
え
た
企
業
は
四
社
、
そ
の
う
ち

回
族
七
村
が
三
社
で
鎮
全
体
の
七
五
・
〇
％
を
占
め
た
。
納
税
額
か

ら
見
れ
ば
、
回
族
七
村
の
企
業
に
よ
る
金
額
は
、
陳
埭
鎮
全
体
の
納

税
額
で
あ
る
八
・
六
〇
八
億
元
の
五
九
・
〇
％
に
当
た
る
五
・
〇
八
億

元
を
占
め
〉
33
〈
た
。
二
〇
〇
八
年
の
陳
埭
鎮
の
農
業
総
生
産
は
二
八
六
〇

万
元
で
、
工
・
農
業
総
生
産
の
四
・
八
％
に
当
た
る
。
し
か
し
こ
の

年
の
四
川
大
震
災
に
際
し
て
、
陳
埭
鎮
か
ら
六
五
三
四
・
四
六
一
五

万
元
も
の
震
災
救
援
金
が
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
五
〇
四
四
・
八
五

万
元
が
回
族
七
村
の
企
業
に
よ
る
義
捐
金
で
あ
っ
〉
34
〈
た
。
そ
し
て
、
二

〇
〇
九
年
の
時
点
で
、
陳
埭
鎮
に
九
社
の
株
式
上
場
企
業
が
あ
り
、

五
社
が
回
族
七
村
の
企
業
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
企
業
の
規
模
や
生

産
性
か
ら
み
れ
ば
、
回
族
七
村
の
工
業
化
の
水
準
は
陳
埭
鎮
の
他
の

村
々
よ
り
は
る
か
に
高
い
も
の
で
あ
る
。
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四
　「
民
族
」
の
栄
光

　

で
は
、
陳
埭
回
族
七
村
の
著
し
い
経
済
発
展
は
、「
回
族
」
で
あ

る
こ
と
と
関
連
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、「
回
族
」
と

い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
は
回
族
七
村
の
経
済
開
発
に
対
し
て
役

に
立
っ
た
の
か
否
か
、
も
し
役
に
立
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か

な
る
も
の
で
、
そ
し
て
い
か
な
る
か
た
ち
で
実
現
し
た
の
か
。
こ
の

よ
う
な
検
討
は
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
中
国
に
お
け
る
「
少
数
民

族
」
の
意
義
を
考
え
る
上
で
、
実
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

答
え
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
少
数
民
族
」
と
い
う
窓

口
を
通
じ
て
各
級
の
政
府
と
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
で
き
、
陳
埭
回
族
七

村
が
地
方
政
府
な
い
し
中
央
政
府
か
ら
特
殊
な
扱
い
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
周
囲
に
知
ら
れ
、
そ
し
て
「
陳
埭
回
族
」
の
知
名
度
を
全
国

に
向
け
て
大
幅
に
向
上
さ
せ
た
。
次
に
、「
少
数
民
族
」
に
対
す
る

優
遇
政
策
を
利
用
し
て
陳
埭
回
族
七
村
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
改
善
さ

れ
た
。
最
後
に
、
陳
埭
回
族
は
「
少
数
民
族
」
と
い
う
窓
口
を
通
じ

て
は
じ
め
て
、
全
国
的
な
経
済
活
動
の
舞
台
に
上
り
詰
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

　

後
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
九
年
一
月
一
九
日
の
「
陳
埭
回
族
」
の

身
分
回
復
を
認
め
る
福
建
省
晋
江
県
革
命
委
員
会
の
通
達
、「
陳
埭

公
社
の
七
つ
の
生
産
大
隊
の
丁
姓
の
回
族
身
分
を
再
び
強
調
す
る
問

題
に
つ
い
て
の
回
答
」
が
出
さ
れ
て
か
ら
、
陳
埭
回
族
と
い
う
身
分

は
、
多
く
の
陳
埭
回
族
の
民
衆
を
含
め
、
は
じ
め
て
広
範
に
認
識
さ

れ
た
。
一
九
八
〇
年
に
福
建
省
民
政
庁
が
「
民
族
政
策
」
の
宣
伝
活

動
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
て
陳
埭
人
民
公
社
も
回
族
の
歴
史
を
宣
伝

す
る
活
動
を
行
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
福
建
省
政
府
の
「
民
族
事
務

委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
陳
埭
回
族
の
代
表
丁
文
凱
が
委
員
の
一
人

に
選
ば
れ
た
。
こ
の
年
の
一
二
月
に
中
共
中
央
委
員
会
紀
律
検
査
委

員
会
委
員
の
一
人
が
福
建
省
民
族
事
務
委
員
会
と
晋
江
地
方
政
府
の

責
任
者
の
随
伴
で
陳
埭
回
族
を
視
察
し
た
際
、「
陳
埭
回
族
生
活
用

水
問
題
」（
不
衛
生
な
河
川
水
の
飲
用
）
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
福
建
省
民
族
事
務
委
員
会
は
一
二
万
元
の
「
少
数
民
族
補
助

金
」
を
提
供
し
、
翌
年
に
陳
埭
の
水
道
が
敷
か
れ
た
。

　

一
九
八
七
年
四
月
、
国
家
民
族
事
務
委
員
会
は
複
数
の
有
名
な
歌

手
が
参
加
す
る
「
国
家
民
族
事
務
委
員
会
芸
術
団
」
を
陳
埭
に
派
遣

し
て
「
少
数
民
族
」
を
慰
問
し
た
。
一
九
八
八
年
に
陳
埭
鎮
人
民
政

府
は
中
国
政
府
（
国
務
院
）
に
よ
っ
て
「
民
族
団
結
進
歩
模
範
単

位
」
と
い
う
表
彰
を
受
け
、
渓
辺
村
の
企
業
家
丁
思
猛
が
「
全
国
民

族
団
結
進
歩
模
範
個
人
」
に
選
ば
れ
〉
35
〈
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
九
月

に
陳
埭
鎮
回
族
の
代
表
的
な
人
物
丁
顕
操
（
当
時
、
鎮
人
民
代
表
大

会
委
員
会
委
員
長
）
も
中
国
政
府
（
国
務
院
）
か
ら
「
全
国
民
族
団

結
模
範
個
人
」
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
年
の
一
一
月
一
四
日
に
全
国
人

民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
民
族
委
員
会
の
視
察
団
が
陳
埭
を
訪
れ
、

「
散
居
少
数
民
族
平
等
権
利
保
障
法
」
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
尋

ね
、
ま
た
同
じ
月
に
陳
埭
の
「
少
数
民
族
」
を
慰
問
す
る
た
め
に
中
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国
政
府
か
ら
中
国
屈
指
の
芸
術
団
体
「
中
央
民
族
歌
舞
団
」
が
派
遣

さ
れ
て
き
た
。

　
「
陳
埭
回
族
」
の
身
分
回
復
は
、
学
会
の
注
意
も
引
い
た
。
一
九

八
四
年
五
月
二
四
日
か
ら
六
月
五
日
ま
で
に
廈
門
大
学
人
類
学
系
が

福
建
省
民
族
事
務
委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
陳
埭
人
民
公
社
の
七
つ

の
回
族
大
隊
に
お
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、『
陳
埭
公
社
回
族
調
査

報
告
書
』
を
提
出
し
た
。
一
九
八
九
年
一
一
月
一
八
日
か
ら
二
〇
日

ま
で
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
視
察
団
」
の
先
遣

隊
が
陳
埭
回
族
を
視
察
し
た
。
一
九
八
九
年
一
二
月
に
陳
埭
鎮
回
族

事
務
委
員
会
が
廈
門
大
学
と
「
陳
埭
回
族
歴
史
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
共
同
主
催
し
、
そ
れ
に
五
〇
名
以
上
の
研
究
者
が
出
席
し
、

四
〇
本
以
上
の
論
文
が
発
表
さ
れ
〉
36
〈

た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果

は
著
名
な
中
国
社
会
科
学
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
副
首
相
級
の
国

務
委
員
だ
っ
た
楊
静
仁
が
『
陳
埭
回
族
史
研
究
』
の
書
名
を
題
し
た
。

　

一
九
九
一
年
二
月
一
六
日
、
一
七
日
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
「
海
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
視
察
団
」
は
泉
州
視
察
の
重
点
地
域
と
し
て
陳
埭
回

族
を
視
察
し
た
。
陳
埭
回
族
は
モ
ス
ク
を
建
て
て
道
路
を
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
補
修
す
る
な
ど
準
備
万
端
の
体
制
で
迎
え
、
視
察
団
の
責
任

者
と
同
行
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
を
は
じ
め
と
す
る
四
か
国
の

大
使
は
落
成
し
た
ば
か
り
の
「
陳
埭
モ
ス
ク
」
の
前
で
記
念
植
樹
を

行
い
、「
友
誼
長
存
」
の
記
念
碑
を
建
て
た
。
一
九
九
四
年
二
月
二

五
日
、
泉
州
の
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
国
際
学

術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
す
る
各
国
の
学
者
は
陳
埭
回
族
を
視
察

し
、
一
緒
に
陳
埭
の
モ
ス
ク
で
ラ
マ
ダ
ン
月
の
礼
拝
を
行
い
、
丁
顕

操
に
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
の
勲
章
が
贈
ら
れ
た
。

　

事
実
上
、
陳
埭
回
族
は
知
名
度
を
高
め
る
と
と
も
に
多
く
の
実
利

も
同
時
に
享
受
し
た
。
こ
れ
は
学
校
教
育
の
面
に
お
い
て
と
く
に
顕

著
に
見
え
る
。
一
九
九
五
年
四
月
二
〇
日
に
国
家
民
族
事
務
委
員
会

教
育
局
長
は
全
国
の
六
つ
の
民
族
大
学
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
二
二

人
か
ら
構
成
さ
れ
た
教
育
視
察
団
を
引
率
し
、
陳
埭
の
「
民
族
教

育
」
の
現
状
を
視
察
し
た
。
一
九
九
八
年
に
陳
埭
民
族
中
学
校
が
泉

州
市
人
民
政
府
か
ら
「
民
族
団
結
進
歩
模
範
単
位
」
に
選
ば
れ
、
一

〇
月
に
福
建
省
民
族
事
務
委
員
会
が
陳
埭
の
民
族
教
育
の
発
展
の
た

め
に
八
万
元
の
「
少
数
民
族
補
助
金
」を
提
供
し
た
。一
九
九
九
年
一

二
月
に
陳
埭
岸
兜
村
の
求
聡
中
心
小
学
校
が
「
福
建
省
農
村
小
学
校

モ
デ
ル
学
校
」
に
選
ば
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
陳
埭
四
境
村
の
阿
梅
幼

稚
園
が
「
福
建
省
標
準
幼
稚
園
」
に
選
ば
れ
、
そ
し
て
陳
埭
民
族
中

学
校
が
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
「
全
国
民
族
中
学
校
モ
デ
ル
学
校
」

に
な
っ
〉
37
〈
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
六
月
二
日
の
陳
埭
回
族
か
ら
の
直

訴
意
見
を
受
け
て
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
福
建
省
人
民
政
府
が
「
陳

埭
鎮
に
居
住
す
る
あ
ら
ゆ
る
回
族
の
受
験
生
は
大
学
受
験
に
お
い
て

二
〇
点
の
加
点
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
決
定
を
下
し
た
。

　
「
少
数
民
族
」
と
い
う
窓
口
を
利
用
し
て
経
済
活
動
に
積
極
的
に

乗
り
出
す
こ
と
も
、
陳
埭
回
族
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
一
九
八

七
年
一
二
月
に
全
国
政
治
協
商
会
議
副
主
席
・
国
家
民
族
事
務
委
員

会
主
任
ス
マ
イ
・
ア
イ
マ
イ
テ
ィ
が
民
族
経
済
代
表
団
を
引
率
し
て
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陳
埭
を
訪
問
し
、
一
九
八
八
年
四
月
と
一
九
八
九
年
九
月
に
陳
埭
鎮

回
族
事
務
委
員
会
の
引
率
で
陳
埭
回
族
の
企
業
が
二
回
に
わ
た
っ
て

北
京
で
開
か
れ
た
「
中
国
全
国
少
数
民
族
用
品
お
よ
び
少
数
民
族
地

区
名
・
特
・
優
製
品
展
示
販
売
会
」
に
出
展
し
た
。
一
九
八
九
年
五

月
に
陳
埭
花
庁
口
村
の
回
族
企
業
経
営
者
丁
天
水
は
、
中
国
国
家
民

族
事
務
委
員
会
と
中
国
国
家
広
播
電
影
電
視
省
局
が
共
催
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
「
第
一
回
全
国
優
秀
少
数
民
族
企
業
家
」
に
選
ば
れ

た
。
一
九
九
一
年
一
月
三
一
日
に
全
国
民
族
事
務
委
員
会
副
委
員
長

を
は
じ
め
と
す
る
視
察
団
は
陳
埭
回
族
を
視
察
し
、
そ
の
経
済
開
発

を
高
く
評
価
し
た
。
一
九
九
三
年
一
〇
月
七
日
に
、
中
国
国
家
民
族

事
務
委
員
会
は
「
全
国
少
数
民
族
優
秀
企
業
経
営
者
」
に
選
ば
れ
た

一
二
三
人
の
企
業
家
を
連
れ
て
陳
埭
回
族
を
視
察
さ
せ
た
。
一
九
九

八
年
七
月
二
日
に
寧
夏
回
族
自
治
区
主
席
馬
啓
智
は
、
多
く
の
企
業

家
を
含
む
四
四
人
か
ら
な
る
寧
夏
視
察
団
を
連
れ
て
福
建
省
・
泉
州

市
・
晋
江
市
の
政
府
指
導
者
の
案
内
で
陳
埭
回
族
の
企
業
を
視
察

し
、
九
月
一
六
日
に
中
国
国
家
民
族
事
務
委
員
会
副
主
任
江
家
福
な

ど
が
陳
埭
に
て
「
少
数
民
族
地
区
経
済
発
展
情
況
」
を
テ
ー
マ
に
現

地
調
査
を
実
施
し
、
陳
埭
回
族
の
経
済
発
展
を
高
く
評
価
し
た
。

　

一
九
九
四
年
八
月
に
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
が
中
国
政
府
（
国

務
院
）
か
ら
「
全
国
民
族
団
結
進
歩
模
範
単
位
」
の
表
彰
を
受
け
〉
38
〈

た

が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
実
に
経
済
開
発
の
「
成
功
」
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
一
九
九
三
年
に
陳
埭
回
族
七
村
の
工
・
農
業
総
生
産

が
六
・
三
九
億
元
に
達
し
、陳
埭
鎮
全
体
の
五
つ
の
「
億
元
村
」の
う

ち
回
族
村
が
四
つ
を
占
め
た
。
回
族
村
民
一
人
当
た
り
の
平
均
年
収

は
三
四
七
八
元
に
達
し
、
周
辺
の
村
々
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
陳
埭
回
族
の
経
済
発
展
が
全
国
的
に
宣
伝
さ
れ
、

中
国
少
数
民
族
に
よ
る
経
済
開
発
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　「
民
族
」
の
名
で
回
復
さ
れ
た
「
宗
族
」

　

現
在
、
陳
埭
回
族
の
企
業
は
、
商
品
流
通
だ
け
で
な
く
、
資
金
の

調
達
も
国
際
的
に
展
開
し
て
い
る
。
す
で
に
五
社
は
国
外
の
株
式
市

場
に
上
場
し
た
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
陳
埭
回
族
の
上
場
企
業

は
み
な
中
国
国
内
で
は
な
く
、
三
社
が
香
港
、
二
社
が
マ
レ
ー
シ
ア

の
株
式
市
場
に
上
場
し
た
こ
と
で
あ
〉
39
〈

る
。
そ
こ
で
当
然
問
わ
れ
る
の

は
、
陳
埭
回
族
と
こ
の
二
つ
の
国
や
地
域
と
の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
い
か
に
構
築
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
あ
っ
た
の
は
、「
民
族
」
の
名
で
回
復
さ
れ
た
「
宗
族
」
の
力

で
あ
る
。

　

陳
埭
回
族
の
非
常
に
重
要
な
特
徴
は
、
全
員
「
丁
」
と
い
う
統
一

し
た
姓
氏
を
も
ち
、
つ
ま
り
一
つ
の
男
系
の
祖
先
か
ら
来
た
血
縁
集

団
│
│
「
丁
氏
宗
族
」
│
│
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
陳
埭
回
族
の
人

口
は
一
九
八
三
年
に
一
万
四
〇
〇
〇
人
余
り
だ
っ
〉
40
〈

た
が
、
現
在
す
で

に
二
万
人
を
上
回
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
陳
埭
に
居
住
す
る
丁
氏
一

族
の
歴
史
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
細
に
記
録
し
て
あ
〉
41
〈

る
が
、
こ
こ
で

ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
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陳
埭
の
丁
氏
回
族
は
、
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
中
国
に
来
た
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
後
裔
で
あ
る
。
そ
の
先
祖
に
つ
い
て
は
、
第
十
世
の
丁
衍
夏
が

執
筆
し
た
「
族
譜
記
略
引
」
に
よ
れ
ば
、
彼
が
か
つ
て
「
毅
祖
」
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
族
譜
の
草
稿
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
草
稿

に
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
中
国
に
入
っ
て
き
た
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
サ

イ
デ
ン
チ
で
あ
り
、
そ
の
後
裔
に
ジ
ャ
ン
ス
デ
ン
（
瞻
思
丁
）
と
い

う
人
物
が
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
丁
」
と
い
う
姓
氏
を
取
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
丁
氏
第
一
世
の
名
は
丁
謹
（
字
は
慎

思
、
号
は
節
斎
）
で
あ
り
、
南
宋
理
宗
の
淳
祐
一
一
年
（
一
二
五

二
）
に
生
ま
れ
、
元
来
蘇
州
で
シ
ル
ク
の
貿
易
を
営
ん
で
い
た
が
、

南
宋
度
宗
の
咸
淳
年
間
（
一
二
六
五
〜
一
二
七
四
）
に
当
時
中
国
で

最
も
大
き
な
港
湾
都
市
で
あ
る
泉
州
に
移
住
し
た
。
丁
氏
の
第
二
、

三
、四
世
は
い
ず
れ
も
男
兄
弟
が
な
く
、
第
四
世
の
丁
善
の
時
、
一

族
が
泉
州
城
の
南
、
つ
ま
り
陳
埭
に
移
住
し
、
時
は
元
末
だ
っ
〉
42
〈

た
。

陳
埭
に
移
住
し
て
き
た
丁
氏
一
族
は
、
農
業
化
（
か
つ
て
の
商
人
か

ら
農
民
へ
と
転
身
）、
現
地
化
（
現
地
の
宗
族
と
の
友
好
関
係
を
築

く
た
め
潮
を
防
ぐ
堤
防
工
事
を
行
う
こ
と
な
ど
地
元
の
公
共
事
業
に

多
く
貢
献
）、
宗
族
化
（
世
代
ご
と
の
名
前
の
区
別
、
祠
堂
の
建

立
、
族
譜
の
作
成
な
ど
宗
族
の
形
成
に
関
す
る
諸
行
事
の
完
成
な

ど
）、
そ
し
て
「
科
挙
化
」（
一
族
の
利
益
を
守
る
た
め
子
弟
へ
の
儒

学
教
育
に
力
を
入
れ
、
科
挙
官
僚
の
登
竜
門
で
あ
る
「
進
士
」
を
第

八
世
か
ら
出
し
た
）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
完
全
に
「
漢
化
」

し
、
そ
し
て
陳
埭
の
最
も
大
き
な
宗
族
へ
と
成
長
し
た
。

　

し
か
し
、
中
華
人
民
共
和
国
期
に
入
る
と
、
か
つ
て
の
宗
族
間
の

「
械
闘
」、
ま
た
は
権
力
に
挑
戦
で
き
る
勢
力
が
現
れ
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
「
宗
族
」
の
組
織
が
ほ
ぼ
完
全
に
崩
壊
さ
せ
ら
れ
、
宗
族
を
単

位
に
行
わ
れ
て
き
た
伝
統
的
活
動
も
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、「
陳
埭
回
族
」
と
い
う
身
分
回
復
に
と
も
な
っ
て
、「
丁
氏
宗

族
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
、
例
え
ば

丁
氏
祠
堂
や
丁
氏
祖
先
の
墓
地
な
ど
が
、「
少
数
民
族
の
伝
統
文

化
」（
し
か
も
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
伝
統
文
化
）
に
読
み
替
え
ら

れ
た
。

　

一
九
八
三
年
六
月
に
岸
兜
村
に
あ
る
陳
埭
丁
氏
祠
堂
（
明
代
の
永

楽
年
間（
一
四
〇
三
〜
一
四
二
四
）に
建
立
さ
れ
、
万
暦
二
八
年（
一

六
〇
〇
）に
建
て
な
お
さ
れ
た
）
が
、
晋
江
県
「
文
物
保
護
単
位
」

（
有
形
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
陳
埭
鎮
人
民
政
府

は
本
来
祠
堂
を
校
舎
と
し
た
「
聚
書
小
学
校
」
に
新
し
い
校
舎
を
提

供
し
、
一
九
八
四
年
に
県
政
府
が
三
万
元
を
支
出
し
て
丁
氏
祠
堂
に

対
す
る
大
規
模
な
修
繕
が
行
わ
れ
た
。
一
九
八
五
年
三
月
一
日
に
県

級
文
物
保
護
単
位
丁
氏
祠
堂
を
利
用
し
て
「
晋
江
県
博
物
館
陳
埭
回

族
史
館
」（
略
称
は
陳
埭
回
族
史
館
）
が
創
設
さ
れ
、
陳
埭
回
族
の

形
成
、
発
展
史
、
歴
史
上
の
有
名
人
、
お
よ
び
中
国
の
改
革
開
放
政

策
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
陳
埭
回
族
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
と
海
外
華
僑

の
貢
献
が
全
面
的
に
紹
介
さ
れ
、
福
建
省
民
族
事
務
委
員
会
顧
問
の

陸
維
特
、
晋
江
県
書
記
斉
世
和
が
開
館
式
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ

た
。
一
九
九
一
年
四
月
に
丁
氏
祠
堂
は
福
建
省
文
物
保
護
単
位
に
指
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定
さ
れ
、「
福
建
省
回
族
の
う
ち
最
も
歴
史
が
長
く
、
最
も
規
模
が

大
き
く
、
し
か
も
中
国
建
築
と
イ
ス
ラ
ー
ム
装
飾
を
一
体
に
融
合
し

た
回
族
の
祖
廟
」
と
し
て
、
同
済
大
学
が
編
集
し
た
『
中
国
民
族
建

築
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
五
月
に
全
国
文
物

保
護
単
位
（
国
の
有
形
文
化
財
）
に
認
定
さ
れ
た
。

　

一
九
九
四
年
二
月
に
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
合
わ
せ
〉
43
〈

て
」、
二
〇
〇
〇
名
以

上
の
陳
埭
回
族
が
泉
州
市
の
霊
山
で
丁
氏
一
、二
、三
世
先
祖
の
墓
参

り
を
行
い
、
中
国
全
国
政
治
協
商
会
議
常
務
委
員
会
委
員
黒
伯
理
が

出
席
し
挨
拶
を
し
た
。
二
〇
〇
一
年
六
月
に
「
陳
埭
丁
氏
霊
山
回
族

祖
墓
群
」
が
泉
州
市
文
物
保
護
単
位
に
認
定
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年

一
一
月
一
三
日
に
泉
州
市
政
府
が
「
専
門
会
議
」
を
開
き
、「
陳
埭

丁
氏
霊
山
回
族
祖
墓
群
」
の
周
囲
の
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

「
泉
州
市
人
民
政
府
専
題
会
議
紀
要
」（
泉
政
専
二
六
〇
号
文
）
を
出

し
、「
陳
埭
丁
氏
霊
山
回
族
祖
墓
群
」
を
保
護
す
る
た
め
に
「
三
つ

の
注
意
す
べ
き
面
と
七
カ
条
規
定
」
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇

〇
五
年
五
月
に
「
陳
埭
丁
氏
霊
山
回
族
祖
墓
群
」（
第
一
〜
六
世
の

墓
）
が
福
建
省
文
物
保
護
単
位
に
登
録
さ
れ
た
。

　
「
祠
堂
」
と
「
祖
墓
」
の
文
化
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
に
つ
れ

て
、「
民
族
」
の
名
を
借
り
て
丁
氏
宗
族
も
事
実
上
復
活
し
た
。
と

く
に
注
目
す
べ
き
は
、「
祖
先
祭
祀
」
と
「
祖
先
の
墓
参
り
」
を
通

じ
て
「
陳
埭
回
族
」
が
海
外
に
移
住
し
た
「
陳
埭
丁
氏
」（
事
実
上

後
裔
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
八
五
年
六
月
に
丁
魁
梧
を
団
長
と
す
る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
帰
郷

親
族
訪
問
団
」、
八
六
年
四
月
に
丁
玉
郎
を
団
長
と
す
る
「
旅
菲
聚

書
丁
氏
宗
親
会
」
が
相
次
ぎ
陳
埭
を
訪
問
し
、
八
七
年
一
一
月
に

「
旅
菲
清
真
五
姓
連
宗
会
」（
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
僑
居
す
る
イ
ス
ラ
ム
教

徒
五
宗
族
連
合
会
）
の
招
聘
を
受
け
て
、
丁
思
源
を
団
長
と
す
る
陳

埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
の
祝
賀
団
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
、「
五

姓
連
宗
会
」
設
立
三
十
五
周
年
の
式
典
に
出
席
し
た
。
一
九
八
九
年

五
月
に
「
旅
菲
聚
書
丁
氏
宗
親
会
」「
旅
菲
清
真
五
姓
連
宗
会
」「
旅

菲
晋
江
陳
埭
同
郷
会
」
の
代
表
団
が
陳
埭
を
訪
問
し
、「
陳
埭
回
族

の
身
分
回
復
十
周
年
」
の
式
典
に
出
席
し
、「
陳
埭
民
族
文
化
宮
」

の
建
設
の
た
め
に
人
民
幣
一
二
・
五
万
元
を
寄
付
し
た
。
一
九
九
一

年
七
月
に
「
旅
菲
聚
書
丁
氏
宗
親
会
」
の
招
聘
を
受
け
て
、
丁
顕
操

を
団
長
と
す
る
「
祝
賀
団
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
丁
氏
祠
堂
の
落
成
式
典
に
出
席
し
た
。
一
九
九
五
年
五
月
に
丁
顕

操
な
ど
が
タ
イ
で
「
泰
国
丁
氏
宗
親
会
」
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
基
金
会
」
と
「
イ

ス
ラ
ー
ム
博
物
館
」「
マ
レ
ー
シ
ア
民
俗
博
物
館
」
を
見
学
し
、
海

外
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
国
際
社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る

認
識
水
準
を
高
め
た
と
い
〉
44
〈

う
。

　

一
九
八
九
年
三
月
に
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
が
七
村
の
村
民
委

員
会
主
任
（
村
長
）
を
引
率
し
て
香
港
に
て
視
察
を
行
い
、
同
年
七

月
に
台
湾
に
居
住
す
る
民
国
時
代
の
晋
江
県
長
丁
維
禧
が
、
香
港
在

住
の
丁
子
対
、
丁
深
蘇
な
ど
の
「
宗
親
」（
同
じ
宗
族
で
血
縁
が
繋
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が
っ
て
い
る
親
戚
と
い
う
意
味
）
と
同
伴
し
て
陳
埭
に
帰
省
し
た
。

一
九
九
五
年
九
月
、
丁
東
徳
を
団
長
と
す
る
「
台
湾
丁
氏
宗
親
尋
根

之
旅
訪
問
団
」
が
陳
埭
を
訪
問
し
、「
陳
埭
丁
氏
祠
堂
」
と
「
陳
埭

丁
氏
霊
山
回
族
祖
墓
群
」
を
参
り
、「
海
峡
両
岸
丁
氏
宗
親
座
談

会
」
を
開
い
た
。

　

陳
埭
回
族
の
経
済
開
発
に
対
し
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
海
外
に
い

る
「
丁
氏
宗
親
」
が
多
く
の
経
済
援
助
を
し
た
。
例
え
ば
、
海
外
の

丁
氏
宗
親
に
よ
る
教
育
投
資
は
、
一
千
万
人
民
元
以
上
に
達
し
た
と

も
い
わ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
丁
慶
座
は
幼
稚
園
の
建
設
に
百
万

元
を
寄
付
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
丁
木
徳
は
小
学
校
の
建
設
に
百
万
元

を
出
資
し
た
。
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
丁
氏
宗
族
に
よ
る
財

政
援
助
は
ま
た
、「
丁
氏
族
譜
」
の
編
纂
、
丁
氏
祠
堂
の
建
設
、
陳

埭
丁
氏
回
族
史
館
の
建
設
な
ど
に
も
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
陳

埭
回
族
の
企
業
の
海
外
上
場
に
際
し
て
も
、
こ
う
し
た
海
外
に
居
住

す
る
丁
氏
と
の
宗
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

例
え
ば
、
現
在
陳
埭
丁
氏
の
な
か
で
最
も
実
力
が
あ
る
「
安
踏
グ

ル
ー
プ
」
の
香
港
株
式
市
場
上
場
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
は
、
ま
さ

に
台
湾
香
港
中
華
経
済
交
流
協
会
会
長
・
香
港
力
宝
グ
ル
ー
プ
顧
問

で
あ
る
丁
楷
恩
の
力
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
丁
楷

恩
の
祖
先
は
陳
埭
岸
兜
村
の
出
身
で
あ
っ
た
。「
安
踏
グ
ル
ー
プ
」

の
創
始
者
丁
和
木
も
同
じ
岸
兜
村
の
人
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
丁
楷
恩

と
丁
氏
宗
族
の
な
か
に
お
い
て
も
よ
り
血
縁
が
近
い
同
じ
「
房
」
に

属
す
る
丁
氏
一
族
で
あ
っ
〉
45
〈

た
。

　

丁
楷
恩
は
香
港
財
界
に
お
い
て
か
な
り
の
発
言
力
を
も
ち
、
ま
た

有
名
な
会
計
事
務
所
に
強
い
影
響
力
を
も
つ
人
物
と
言
わ
れ
た
。
し

か
し
注
目
す
べ
き
は
、
丁
楷
恩
の
「
宗
親
」
意
識
は
最
初
決
し
て
強

く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
と
「
宗
親
関
係
」
で
繋
が
る
た
め

に
、
陳
埭
回
族
は
実
に
大
き
な
努
力
を
払
っ
た
。
一
九
九
六
年
三
月

二
九
日
、
丁
楷
恩
が
福
建
莆
田
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
丁
顕
操
な
ど

陳
埭
回
族
の
代
表
人
物
は
直
ち
に
莆
田
を
訪
れ
、「
陳
埭
丁
氏
霊
山

回
族
祖
墓
」
の
墓
参
り
を
強
く
要
請
し
た
。
墓
参
り
が
三
〇
日
の
午

前
に
行
わ
れ
、
午
後
に
丁
楷
恩
は
陳
埭
を
訪
問
し
、
陳
埭
民
族
中
学

校
に
お
い
て
奨
学
金
を
設
立
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
陳
埭
回
族
と
丁

楷
恩
と
の
関
係
が
長
く
続
い
て
き
て
、
そ
の
間
に
陳
埭
回
族
の
企
業

が
香
港
の
株
式
市
場
の
上
場
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

陳
埭
回
族
と
海
外
華
僑
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
お
い
て
、

「
宗
族
」
が
重
要
な
因
子
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
こ
と
は
違

い
な
い
が
、
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
「
少
数
民
族
」
と
い
う
名
の
も
と

に
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
、
結
果
的
に
陳
埭
回
族
の
経
済
発
展
に
繋

が
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

六
　「
民
族
」
の
再
発
見

　

し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、「
陳
埭
回
族
」
が
人
民
共
和
国
期
に

入
っ
て
か
ら
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が

自
分
の
「
民
族
」
を
か
つ
て
一
度
「
忘
却
」
し
て
い
た
こ
と
で
あ
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る
。
陳
埭
回
族
は
現
在
「（
文
化
大
革
命
後
）
恢
復
民
族
成
份
」（
文

革
の
終
了
後
、
回
族
で
あ
る
こ
と
が
再
び
認
め
ら
れ
た
）
と
言
っ
て

い
る
。
し
か
し
事
実
上
、
こ
れ
に
関
す
る
「
福
建
省
晋
江
県
革
命
委

員
会
」
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
一
月
一
九
日
に
出
さ
れ
た
第
四
号
通

達
は
「
関
於
重
申
陳
埭
公
社
七
個
大
隊
丁
姓
回
族
問
題
的
批
復
」

（「
陳
埭
公
社
の
七
つ
の
生
産
大
隊
の
丁
姓
の
回
族
身
分
を
再
び
強
調

す
る
問
題
に
つ
い
て
の
回
答
」）
で
あ
っ
た
。「
恢
復
」
で
は
な
く

「
重
申
」（
再
び
強
調
す
る
）
と
い
う
文
言
は
、
政
府
と
し
て
「
陳
埭

回
族
」
の
身
分
を
否
定
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

た
。
通
達
の
全
訳
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

陳
埭
人
民
公
社
革
命
委
員
会
：
一
九
七
九
年
一
月
一
九
日
の
陳

埭
公
社
七
つ
の
大
隊
の
丁
姓
が
回
族
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
声

明
す
る
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
。
調
査
研
究
の
結
果
、
陳
埭
公

社
に
所
属
す
る
七
つ
の
大
隊
の
丁
姓
が
確
か
に
回
人
の
後
裔
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
委
員
会
は
上
級
の
指
示
に
基
づ

き
、
民
族
政
策
を
真
面
目
に
貫
徹
し
実
行
す
る
た
め
、
陳
埭
公

社
の
岸
兜
、
鵬
頭
、
江
頭
、
渓
辺
、
西
坂
、
四
境
、
花
庁
口
な

ど
七
つ
の
大
隊
の
丁
姓
が
回
族
で
あ
る
と
再
び
強
調
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
貴
方
々
が
社
員
た
ち
に
対
し
、
各
民
族
間
の
団

結
の
更
な
る
強
化
、
社
会
主
義
建
設
の
推
進
、
よ
っ
て
四
つ
の

現
代
化
の
実
現
を
早
め
る
こ
と
に
対
し
て
貢
献
す
る
よ
う
に
、

広
範
に
教
育
を
施
す
こ
と
を
望
〉
46
〈

む
。

　
「
忘
却
」
し
た
の
は
、
政
府
で
は
な
く
陳
埭
回
族
自
身
で
あ
っ

た
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
丁
姓
一
族
が
決
し

て
喜
ん
で
「
少
数
民
族
」
の
身
分
を
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
で
あ
る
。
人
民
共
和
国
時
代
に
入
っ
て
か

ら
、
政
府
は
陳
埭
の
丁
氏
一
族
が
「
回
族
」
で
あ
る
と
考
え
、
一
九

五
三
年
に
中
国
政
府
に
よ
る
「
民
族
識
別
」
の
動
き
の
な
か
、
福
建

省
政
府
民
政
庁
か
ら
も
相
次
ぎ
二
つ
の
調
査
チ
ー
ム
を
陳
埭
に
派
遣

し
て
き
た
。
し
か
し
、
生
活
の
慣
習
の
面
に
お
い
て
も
か
な
り
漢
化

し
て
い
た
た
め
、「
回
族
」
で
あ
る
こ
と
は
当
時
陳
埭
の
丁
氏
の

人
々
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。「
す
で
に
大
昔
の
歴
史
な
の
で
、
い

ま
ま
た
そ
れ
を
提
起
す
る
こ
と
は
何
の
た
め
だ
」
と
、
自
分
た
ち
が

「
少
数
民
族
」
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
堪
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
考
え
て

い
た
。
同
じ
発
想
の
も
と
、
彼
ら
は
「
回
族
」
で
あ
る
こ
と
を
外
に

対
し
て
積
極
的
に
言
わ
ず
、
自
分
た
ち
も
そ
れ
を
「
忘
却
」
す
る
よ

う
努
力
し
た
。

　

当
事
者
の
希
望
を
尊
重
す
る
た
め
、
調
査
チ
ー
ム
は
「
回
族
」
で

あ
る
か
否
か
に
関
し
て
明
白
な
結
論
を
避
け
て
「
陳
埭
の
丁
姓
か
ら

『
回
族
成
份
』
に
対
す
る
希
望
は
な
か
っ
た
」
と
報
告
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
陳
埭
人
民
公
社
に
は
二
四
の
大
隊
と
一
つ
の
華
僑
農
場
（
帰

国
華
僑
を
収
容
す
る
た
め
の
農
場
）
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
、
岸
兜
、
鵬
頭
、
江
頭
、
渓
辺
、
西
坂
、
四
境
、
花
庁
口
の
七

つ
の
生
産
大
隊
（
現
在
の
回
族
七
村
）
を
特
別
扱
い
し
た
。
例
え

ば
、
七
つ
の
生
産
大
隊
の
生
産
状
況
と
社
会
状
況
を
毎
年
個
別
に
統

計
し
て
い
〉
47
〈

た
。
こ
の
こ
と
を
見
れ
ば
、
政
府
は
そ
れ
が
「
少
数
民
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族
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
し
か
し
丁
姓
の
民
衆
が
そ
れ
を
認

め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
部
門
も
積
極
的
に
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
上
、
政
府
の
こ
う
し
た

態
度
は
、
後
に
「
陳
埭
回
族
」
が
そ
の
「
歴
史
記
憶
」
を
再
び
蘇
ら

せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
一
九
七
九
年
初
と
い
う
時
期
に
「
陳
埭
回
族
」
が

「
重
申
」
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
や
は
り
「
陳
埭
回
族
」
自
身
の

「
少
数
民
族
」
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
時
期
に
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
ど
う

し
て
湧
い
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
、
実
に
当
時
の
中
国
が
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
、
経
済
改
革
と
対
外
開
放
に
舵
を
切
り
替
え
た
こ
と
に

関
連
し
て
い
る
。
貧
困
を
凌
ぐ
た
め
、
政
策
の
許
さ
れ
る
限
り
、
七

つ
の
生
産
大
隊
は
以
前
か
ら
農
業
以
外
の
「
副
業
」
を
行
っ
て

い
〉
48
〈

た
。
こ
れ
を
基
礎
に
、
一
九
七
八
年
に
「
隊
弁
企
業
」（
生
産
隊

が
経
営
す
る
企
業
）
を
起
こ
そ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
し
か
し
企
業

を
起
こ
す
た
め
の
資
金
に
困
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
偶
然
、
晋
江
県

政
府
民
政
局
の
関
係
者
か
ら
次
の
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。
県
民
政
局

の
予
算
の
う
ち
、
実
は
毎
年
一
万
元
前
後
の
少
数
民
族
に
対
す
る
特

別
予
算
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
は
主
に
陳
埭
回
族
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
特
別
予
算
で
あ
っ
た
が
、
使
用
の
申
請
が
一
度
も
な
か
っ
た
た

め
毎
年
返
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
「
陳
埭
回

族
」
は
す
ぐ
に
申
請
し
、
そ
れ
を
最
初
に
受
け
た
渓
辺
大
隊
は
製
紙

工
場
設
立
の
資
金
に
し
た
。

　

こ
の
経
費
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
、
当
然
の
よ
う
に
、
他
の
丁
姓

が
多
数
を
占
め
る
生
産
大
隊
も
そ
れ
を
求
め
、
平
等
公
平
に
使
う
た

め
の
協
議
も
行
わ
れ
、「
少
数
民
族
」
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
湧
い
て
き
た
。
一
九
七
八
年
下
半
期
、
七
つ
の
大
隊
が
陳
埭
人
民

公
社
に
申
請
書
を
提
出
し
、「
少
数
民
族
」
で
あ
る
身
分
を
回
復
す

る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
民
政
局
か
ら
一
九
五
三
年
の
時
点
で
陳

埭
の
丁
姓
が
す
で
に
「
回
族
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
「
恢
復
」
と
い
う
本
来
根
拠
が
な
い
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
と

言
い
渡
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
再
び
強
調
す
る
」
こ
と
も

そ
れ
な
り
の
重
要
性
を
も
つ
と
認
識
さ
れ
、
陳
埭
人
民
公
社
が
丁
姓

の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
晋
江
県
革
命
委
員
会
に
「
陳
埭
公
社
七
つ

の
大
隊
の
丁
姓
が
回
族
で
あ
る
こ
と
を
再
び
強
調
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
報
告
書
」
を
提
出
し
、
そ
こ
で
晋
江
県
革
命
委
員
会
か
ら
「
陳

埭
公
社
の
丁
姓
の
回
族
身
分
を
再
び
強
調
す
る
」
と
い
う
言
質
を
取

り
出
し
た
。

　

晋
江
県
革
命
委
員
会
の
「
回
答
」
は
「
陳
埭
回
族
」
に
対
し
て
大

き
な
刺
激
と
な
っ
た
。
当
時
陳
埭
人
民
公
社
の
工
商
管
理
所
の
責
任

者
だ
っ
た
丁
国
標
（
正
式
な
「
国
家
幹
部
」、
つ
ま
り
公
務
員
）
が

先
頭
に
立
っ
て
、
七
つ
の
大
隊
の
回
族
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
村

か
ら
行
進
し
、
陳
埭
人
民
公
社
の
本
部
所
在
地
で
合
流
す
る
と
い

う
、
大
規
模
な
「
祝
賀
大
会
」
を
開
く
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。
し
か

し
晋
江
県
革
命
委
員
会
は
こ
の
企
画
を
知
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
四
カ
条

指
示
」
と
い
う
方
針
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
⑴
宗
族
を
単
位
に
連
絡
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を
取
り
合
う
よ
う
な
封
建
主
義
的
な
行
為
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
、
⑵
社
会
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
宗
族
間
の
「
械
闘
」
を

引
き
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
⑶
祝
賀
活
動
を
派
手
に
や
っ
て

浪
費
す
る
の
に
反
対
す
る
こ
と
、
⑷
行
進
を
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
、
で
あ
っ
た
。「
陳
埭
回
族
」
以
外
、
晋
江
県
に
は
ほ
か
に
回
族

が
い
な
か
っ
た
。
晋
江
県
の
回
族
と
い
え
ば
、
事
実
上
「
陳
埭
回

族
」、
つ
ま
り
「
丁
氏
宗
族
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
宗
族
」
の
活

動
は
、
当
時
な
お
許
さ
れ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。「
陳
埭
回
族
」
が

つ
ま
り
「
丁
氏
宗
族
」
で
あ
っ
た
た
め
、
融
合
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
民
族
問
題
」
と
、
厳
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き
と
思
わ
れ

て
い
た
「
宗
族
問
題
」
に
同
時
に
直
面
し
た
こ
と
か
ら
、
県
革
命
委

員
会
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
事
実
上
「
宗
族
」
の
復
活
を
警
戒
す
る
晋
江
県
革
命
委
員

会
の
方
針
に
対
し
、
丁
氏
宗
族
は
「
民
族
」
の
論
理
を
持
ち
出
し
て

そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
晋
江
県
革
命
委
員
会
の
方
針
を
伝

え
る
た
め
に
陳
埭
に
や
っ
て
き
た
県
の
幹
部
に
対
し
、
会
場
に
い
た

丁
国
標
は
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
。「
方
針
第
一
、二
、三
条
に
つ
い

て
は
異
議
が
な
い
が
、
第
四
条
に
は
絶
対
反
対
だ
」、「
わ
れ
わ
れ
は

宗
族
で
は
な
く
、
民
族
だ
」、「
中
国
共
産
党
の
民
族
政
策
が
陳
埭
に

お
い
て
貫
徹
さ
れ
た
こ
と
の
祝
賀
が
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
」、「
中
国

共
産
党
の
民
族
政
策
が
陳
埭
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て

わ
れ
わ
れ
は
絶
対
大
規
模
な
行
進
を
行
っ
て
祝
賀
す
る
」
と
。
行
進

す
れ
ば
県
革
命
委
員
会
の
要
員
が
集
会
に
出
席
で
き
な
く
な
る
と
い

う
県
革
命
委
員
会
の
脅
迫
に
対
し
、「
こ
れ
は
ま
さ
に
少
数
民
族
に

対
す
る
差
別
で
あ
り
、
上
級
部
門
に
訴
え
る
」
と
丁
国
標
は
そ
の
場

で
言
明
し
た
。
結
局
、
一
九
七
九
年
五
月
五
日
に
「
陳
埭
回
族
」
に

よ
る
大
規
模
な
行
進
が
行
わ
れ
、「
民
族
」
を
楯
に
取
ら
れ
た
晋
江

県
革
命
委
員
会
は
結
局
委
員
会
副
主
任
を
出
席
さ
せ
、
祝
賀
大
会
が

盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

祝
賀
行
進
と
祝
賀
大
会
を
最
初
に
企
画
し
た
の
は
丁
国
標
で
あ
っ

た
。
こ
の
企
画
を
実
現
す
る
た
め
、
彼
は
七
つ
の
生
産
大
隊
の
党
書

記
お
よ
び
大
隊
長
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
基
礎
に

な
っ
て
、
祝
賀
大
会
の
後
、
丁
国
標
と
七
つ
の
生
産
大
隊
の
責
任
者

か
ら
構
成
さ
れ
る
「
陳
埭
回
族
委
員
会
」
が
五
月
五
日
の
当
日
に
組

織
さ
れ
た
。
江
頭
大
隊
党
書
記
の
丁
玉
烏
が
委
員
会
主
任
に
選
出
さ

れ
、
丁
国
標
と
岸
兜
生
産
大
隊
の
党
書
記
丁
文
偸
が
副
主
任
に
選
ば

れ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
な
ぜ
丁
国
標
が
「
陳
埭
回

族
」
に
対
し
て
大
き
な
熱
意
を
示
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
な
ぜ

岸
兜
生
産
大
隊
の
党
書
記
丁
文
偸
が
本
来
な
り
た
く
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
副
主
任
に
選
ば
れ
た
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

丁
国
標
の
「
陳
埭
回
族
」
に
対
す
る
熱
意
は
、「
少
数
民
族
」
と

い
う
シ
ン
ボ
ル
が
経
済
開
発
の
契
機
を
も
た
ら
す
こ
と
を
察
知
し
、

実
に
そ
の
「
工
商
管
理
所
責
任
者
」
と
い
う
職
業
か
ら
き
た
鋭
い
感

覚
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
話
を
借
り
て
言
え
ば
、「
国

家
の
少
数
民
族
に
対
す
る
優
遇
政
策
を
利
用
し
て
民
族
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
っ
〉
49
〈

た
。
そ
し
て
、「
宗
族
活
動
」
と
言
わ
れ
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る
の
を
恐
れ
て
回
族
委
員
会
副
主
任
へ
の
就
任
を
固
辞
し
て
い
た
岸

兜
生
産
大
隊
の
党
書
記
丁
文
偸
が
、
最
後
に
や
む
を
得
ず
就
任
し
た

理
由
は
、
丁
氏
祠
堂
が
彼
の
村
│
│
岸
兜
村
に
あ
っ
た
た
め
で

あ
っ
〉
50
〈

た
。
こ
の
二
つ
の
事
実
か
ら
も
、「
陳
埭
回
族
」
に
よ
る
「
少

数
民
族
」
の
再
発
見
の
出
発
点
は
、
経
済
開
発
と
発
展
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
八
七
年
四
月
二
五
日
に
「
陳
埭
伊
斯
蘭
教
協
会
小
組
」
は

『
陳
埭
穆
斯
林
』（
陳
埭
ム
ス
リ
ム
）
と
い
う
ガ
リ
版
刷
り
の
新
聞
を

発
行
し
は
じ
め
、
そ
の
「
発
刊
の
詞
」
か
ら
「
小
組
」
が
ま
さ
に
こ

の
時
期
に
は
じ
め
て
で
き
た
こ
と
が
わ
か
〉
51
〈
る
。『
陳
埭
穆
斯
林
』
の

内
容
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
基
礎
知
識
、
丁
氏
宗
族
の
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰

に
関
す
る
歴
史
事
件
、
イ
ス
ラ
ー
ム
祭
日
の
活
動
内
容
、
そ
し
て
外

部
か
ら
来
た
指
導
者
や
学
者
に
よ
る
陳
埭
回
族
に
つ
い
て
の
視
察
活

動
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、『
陳
埭
穆
斯
林
』
が
第
七
号
を
発

行
し
た
の
ち
、
一
九
九
三
年
六
月
一
日
発
行
の
第
八
号
か
ら
『
晋
江

穆
斯
林
』
へ
と
改
称
さ
れ
、
発
行
の
日
付
も
西
暦
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
が
併
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
号
の
巻
頭
に
掲
載

さ
れ
た
「
読
者
に
告
げ
る
」
に
よ
れ
ば
、
改
称
の
理
由
は
「
晋
江
市

伊
斯
蘭
教
協
会
」
が
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
実

は
、
晋
江
市
伊
斯
蘭
教
協
会
は
陳
埭
鎮
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
会
長
も

丁
氏
一
族
の
丁
金
順
で
あ
り
、
彼
の
も
う
一
つ
の
肩
書
き
は
陳
埭
清

真
寺
（
モ
ス
ク
）
管
理
委
員
会
の
副
主
任
で
あ
っ
〉
52
〈

た
。
晋
江
市
伊
斯

蘭
教
協
会
の
事
務
室
も
、
ず
っ
と
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
の
建
物

の
中
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
陳
埭
の
一
「
小
組
」
だ
っ
た

組
織
が
晋
江
市
の
「
協
会
」
へ
と
変
身
し
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
活
用
し
て
陳
埭
の
丁
氏
一
族
が
「
回
族
」、
そ
し
て
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
代
表
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
陳
埭
回
族
」
が
「
重
申
」
さ
れ
た
と
き
、
丁
氏
の
な

か
に
は
一
人
の
ム
ス
リ
ム
も
い
な
か
っ
た
。
当
然
、
ム
ス
リ
ム
が
礼

拝
す
る
場
所
と
し
て
の
モ
ス
ク
も
な
か
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
「
福

建
省
第
一
回
伊
斯
蘭
教
代
表
大
会
」
が
召
集
さ
れ
、「
福
建
省
伊
斯

蘭
教
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
陳
埭
回
族
も
代
表
を
派
遣
し
て
大
会

に
出
席
さ
せ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
陳
埭
伊
斯
蘭
教
協
会
小
組
」

が
で
き
た
。
こ
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
小
組
」
は
外
地
か
ら
教
長
（
イ
ス

ラ
ー
ム
学
者
）
を
招
聘
し
、
丁
氏
祠
堂
の
裏
庭
を
利
用
し
て
礼
拝
を

行
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
「
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
」
が
「
陳
埭

伊
斯
蘭
教
協
会
小
組
」
の
モ
ス
ク
建
設
の
申
請
に
同
意
し
、
建
築
面

積
が
一
七
三
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
な
る
「
陳
埭
清
真
寺
」
が
丁

氏
祠
堂
の
右
後
方
に
建
設
さ
れ
〉
53
〈

た
。「
陳
埭
清
真
寺
」
が
急
遽
建
て

ら
れ
た
理
由
は
、
そ
の
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
視

察
団
」
が
陳
埭
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
〉
54
〈
る
。
ま
た
、
こ
の

モ
ス
ク
の
特
徴
は
、
礼
拝
室
が
二
階
に
あ
り
、
一
階
は
「
接
客
ホ
ー

ル
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
モ
ス
ク
は
あ
く
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ま
で
外
部
に
「
陳
埭
回
族
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
一
九
九
三
年
四
月
に
「
陳
埭
清
真
寺
管
理
委
員
会
」
が
作
ら
れ

た
。
管
理
委
員
会
は
丁
氏
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
お
そ
ら
く

共
産
党
員
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会

副
委
員
長
の
丁
桐
志
が
管
理
委
員
会
の
副
委
員
長
も
務
め
〉
55
〈
た
。

　

事
実
上
、
今
日
に
至
っ
て
も
本
当
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
丁

氏
の
人
は
二
十
人
も
い
な
い
。
し
か
し
丁
氏
祠
堂
の
後
方
に
あ
る

「
海
光
堂
」
と
鵬
頭
村
に
あ
る
「
陳
埭
基
督
教
堂
」（
長
老
会
長
は
丁

文
閣
、
丁
照
顧
）
の
信
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
丁
氏
の
人
で
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
は
、「
回
族
」
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
民
族
に
と
っ
て
不

可
欠
な
要
素
で
あ
る
が
、
し
か
し
陳
埭
に
お
い
て
は
「
陳
埭
回
族
」

を
作
り
上
げ
る
看
板
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
丁
氏
の
人
々
に

と
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
で

は
な
く
、
中
国
の
少
数
民
族
と
し
て
の
「
回
族
」
で
あ
っ
た
。「
少

数
民
族
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
が
重
視
さ
れ
た
理
由
は
、
経
済
開
発
と

経
済
発
展
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
し
て
現
実
的

に
も
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、「
陳
埭
回
族
」
が
作
成
し
た
文
献
書
類
に

は
、「
漢
回
宗
親
」
と
い
う
用
語
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
台

湾
や
陳
埭
以
外
の
地
域
に
移
住
し
た
丁
氏
の
後
裔
の
な
か
に
は
、
自

分
が
「
回
族
」
や
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
人
も
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
回
」
ま
た
は
「
漢
」
か
、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
ま
た
は
仏
教
徒
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
、
丁
氏
の
人
々
に

と
っ
て
、
実
生
活
に
影
響
を
与
え
な
い
限
り
そ
れ
は
実
に
重
要
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
陳
埭
回
族
に
よ
る
「
民
族
」
の
再
発
見
と
「
民

族
意
識
」
覚
醒
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
経
済
開
発
が
あ
ち
こ
ち
で

推
進
さ
れ
て
い
る
今
日
の
中
国
に
お
い
て
、「
民
族
」
と
い
う
シ
ン

ボ
ル
の
役
割
は
、
多
く
の
場
合
、
経
済
の
発
展
、
生
活
の
向
上
と

い
っ
た
側
面
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

当
然
な
が
ら
、「
民
族
」
の
極
端
な
強
調
は
他
の
人
々
と
の
交
流

を
阻
み
、
結
局
「
民
族
」
を
発
見
し
た
本
来
の
目
的
に
も
障
害
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
海
外
や
他
の
地
域
の
丁
氏
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
維
持
す
る
た
め
に
「
漢
回
宗
親
」
の
用
語
ま
で
工
夫
し
た
よ
う

に
、「
民
族
」
の
役
割
に
つ
い
て
「
陳
埭
回
族
」
の
探
索
は
な
お
続

い
て
い
る
が
、
枚
数
制
限
の
た
め
そ
れ
に
つ
い
て
の
分
析
は
別
稿
に

譲
り
た
い
。

注〈
1
〉 

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
陳
埭

回
族
史
研
究
編
集
委
員
会
編
『
陳
埭
回
族
史
研
究
』
中
国
社
会
科
学

出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、Fan K

e, “ E
thnic E

volvem
ent in a South 

Fujian 
H

ui 
C

om
m

unity”  
in 

Berliner 
C

hina-hefet. 
Berlin, 

G
erm

any, 2005 , Issue 28 , pp. 128 ‒54 . 

範
可
「
泉
州
回
民
的
穆
斯

林
認
同
与
国
家
政
治
」『
江
蘇
行
政
学
院
学
報
』
二
〇
〇
九
年
第
一

期
。

〈
2
〉 

「
厝
」
の
本
来
の
意
味
は
「
家
屋
」
で
あ
る
が
、
福
建
省
南
部
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で
は
大
き
な
宗
族
が
独
自
で
村
を
な
し
た
と
き
「
宗
族
の
苗
字
＋

厝
」
を
村
名
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。

〈
3
〉 
岸
兜
の
総
人
口
は
六
八
三
戸
、
三
一
二
七
人
、
そ
の
う
ち
丁
姓

以
外
の
漢
族
は
三
一
戸
、
一
三
三
人
。
江
頭
の
総
人
口
は
六
四
六

戸
、
三
四
五
七
人
、
そ
の
う
ち
丁
姓
以
外
の
漢
族
は
一
一
戸
、
九
〇

人
。
渓
辺
の
総
人
口
は
六
三
四
戸
、
二
〇
六
四
人
、
そ
の
う
ち
丁
姓

以
外
の
漢
族
は
六
三
戸
、
三
五
三
人
。
四
境
の
総
人
口
は
五
七
六

戸
、
二
六
四
五
人
、
そ
の
う
ち
丁
姓
以
外
の
漢
族
は
一
二
九
戸
、
四

九
八
人
。
鵬
頭
の
総
人
口
は
三
三
九
戸
、
一
六
四
六
人
、
そ
の
う
ち

丁
姓
以
外
の
漢
族
は
二
戸
、
七
人
。
花
庁
口
の
総
人
口
は
四
三
九

戸
、
二
一
五
一
人
、
そ
の
う
ち
丁
姓
以
外
の
漢
族
は
四
二
戸
、
一
八

〇
人
。
西
坂
の
総
人
口
は
二
二
〇
戸
、
九
六
〇
人
、
そ
の
う
ち
丁
姓

以
外
の
漢
族
は
一
〇
戸
、
四
一
人
。
以
上
は
廈
門
大
学
『
晋
江
県
陳

埭
公
社
回
族
調
査
』（
ガ
リ
版
）、
一
九
八
四
年
、
六
頁
に
よ
る
。

〈
4
〉 

廈
門
大
学
『
晋
江
県
陳
埭
公
社
回
族
調
査
』
七
頁
に
よ
れ
ば
、

一
九
八
三
年
度
の
陳
埭
人
民
公
社
の
居
民
数
は
一
万
二
四
二
〇
戸
、

六
万
二
〇
八
人
で
あ
っ
た
。

〈
5
〉 

廈
門
大
学
『
晋
江
県
陳
埭
公
社
回
族
調
査
』
五
四

－

五
五
頁
。

〈
6
〉 

廈
門
大
学
『
晋
江
県
陳
埭
公
社
回
族
調
査
』
五
六

－

五
八
頁
。

〈
7
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
建
設
社
会
主
義
新
農
村
、
促
進
民
族
経
済

社
会
発
展
│
│
陳
埭
鎮
回
族
工
作
情
況
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
三
月
。

〈
8
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
陳
埭
回
族
社
区
二
〇
〇
三
年
経
済

与
社
会
発
展
情
況
」
二
〇
〇
四
年
二
月
。

〈
9
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
建
設
社
会
主
義
新
農
村
、
促
進
民
族
経
済

社
会
発
展
│
│
陳
埭
鎮
回
族
工
作
情
況
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
三
月
。

〈
10
〉 

「
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
工
作
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
六
月
一

九
日
。

〈
11
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
在
〇
七
年
陳
埭
回
族
社
区
新
老
幹

部
新
春
団
拝
会
上
的
発
言
」。

〈
12
〉 

丁
顕
操
「
二
〇
〇
七
年
四
月
一
二
日
在
陳
埭
鎮
第
七
次
回
民
代

表
会
議
上
、
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
工
作
回
顧
」。

〈
13
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
建
設
社
会
主
義
新
農
村
、
促
進
民
族
経
済

社
会
発
展
│
│
陳
埭
鎮
回
族
工
作
情
況
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
三
月
。

〈
14
〉 

以
上
は
陳
埭
鎮
人
民
政
府
が
提
供
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

〈
15
〉 

晋
江
市
陳
埭
鎮
人
民
政
府
編
『
鞋
都
陳
埭
』
出
版
年
不
明
。

〈
16
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
の
陳
埭
鎮

住
民
人
口
は
七
万
四
四
〇
一
人
、
一
万
九
八
七
六
戸
だ
っ
た
が
、
外

来
の
工
場
労
働
者
は
二
七
万
四
五
九
二
人
だ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
の

陳
埭
鎮
住
民
人
口
は
七
万
四
七
九
五
人
、
一
万
八
〇
二
〇
戸
だ
っ
た

が
、
外
来
の
工
場
労
働
者
は
二
六
万
八
三
〇
人
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇

九
年
の
陳
埭
鎮
住
民
人
口
は
七
万
五
八
七
五
人
で
、
一
万
八
〇
七
一

戸
だ
っ
た
（
こ
の
年
の
外
来
工
場
労
働
者
数
は
不
明
）。

〈
17
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
陳
埭
回
族
社
区
二
〇
〇
三
年
経
済

与
社
会
発
展
情
況
」
二
〇
〇
四
年
二
月
。

〈
18
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
陳
埭
鎮
回
族
工
作
情
況
彙
報
」
二
〇
〇
五

年
三
月
三
一
日
。

〈
19
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
建
設
社
会
主
義
新
農
村
、
促
進
民
族
経
済

社
会
発
展
│
│
陳
埭
鎮
回
族
工
作
情
況
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
三
月
。

〈
20
〉 
例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
に
江
頭
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一

一
・
五
八
八
六
億
元
で
あ
り
納
税
額
が
六
〇
二
二
万
元
で
あ
っ
た
。
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渓
辺
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
〇
・
三
六
六
三
億
元
で
あ
り
納
税

額
が
五
三
八
七
万
元
で
あ
っ
た
。
岸
兜
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一

一
・
八
一
九
八
億
元
で
あ
り
納
税
額
が
六
一
四
一
万
元
で
あ
っ
た
。

鵬
頭
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
六
・
三
一
三
一
億
元
で
あ
り
納
税
額

が
三
二
八
一
万
元
で
あ
っ
た
。
西
坂
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
・

四
〇
六
四
億
元
で
あ
り
納
税
額
が
七
二
八
万
元
で
あ
っ
た
。
四
境
村

の
工
・
農
業
総
生
産
は
七
・
一
五
〇
一
億
元
で
あ
り
納
税
額
が
三
七

一
八
万
元
で
あ
っ
た
。
花
庁
口
村
の
工
・
農
業
総
生
産
は
一
〇
・
二

五
一
三
億
元
で
あ
り
納
税
額
が
五
三
三
〇
万
元
で
あ
っ
た
。
陳
埭
鎮

回
族
事
務
委
員
会
「
二
〇
〇
三
年
陳
埭
回
族
社
区
企
業
年
産
値
統

計
」
二
〇
〇
四
年
二
月
。

〈
21
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
回
漢
団
結
拼
搏
、
社
区
共
同
繁

栄
、
再
創
新
偉
業
、
迎
接
新
世
紀
」
在
陳
埭
鎮
第
五
次
回
民
代
表
会

議
上
的
報
告
、
二
〇
〇
一
年
四
月
二
〇
日
。

〈
22
〉 

同
右
。

〈
23
〉 

晋
江
市
政
府
「
民
族
村
基
本
情
況
表
」
二
〇
〇
七
年
三
月
。
二

〇
〇
八
年
陳
埭
の
回
族
七
村
の
一
人
当
た
り
の
年
収
は
、
江
頭
村
が

一
万
一
四
七
六
元
、
渓
辺
村
が
一
万
一
四
一
四
元
、
岸
兜
村
が
一
万

一
六
四
五
元
、
鵬
頭
村
が
一
万
一
三
三
三
元
、
西
坂
村
が
一
万
一
二

五
八
元
、
四
境
村
が
一
万
一
七
一
〇
元
、
花
庁
口
村
が
一
万
一
〇
〇

七
元
で
あ
っ
た
。
陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
陳
埭
回
族
社
区
二
〇
〇
七
年

社
会
経
済
情
況
統
計
」
二
〇
〇
八
年
一
月
。

〈
24
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
陳
埭
回
族
社
区
二
〇
〇
三
年
経
済

与
社
会
発
展
情
況
」
二
〇
〇
四
年
二
月
。

〈
25
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
回
漢
団
結
拼
搏
、
社
区
共
同
繁

栄
、
再
創
新
偉
業
、
迎
接
新
世
紀
」
在
陳
埭
鎮
第
五
次
回
民
代
表
会

議
上
的
報
告
、
二
〇
〇
一
年
四
月
二
〇
日
。

〈
26
〉 

同
右
。

〈
27
〉 

同
右
。

〈
28
〉 

同
右
。

〈
29
〉 

同
右
。

〈
30
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
陳
埭
回
族
社
区
二
〇
〇
八
年
社
会
経
済
情

況
統
計
」
二
〇
〇
九
年
二
月
。

〈
31
〉 

丁
信
忠
と
い
う
人
物
が
四
〇
〇
ム
ー
以
上
の
海
岸
沿
い
の
土
地

を
下
請
け
し
て
農
作
物
の
栽
培
、
牛
・
鶏
・
ア
ヒ
ル
・
魚
の
飼
育
を

す
る
「
総
合
農
場
」
を
開
設
し
た
。

〈
32
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
回
漢
団
結
拼
搏
、
社
区
共
同
繁

栄
、
再
創
新
偉
業
、
迎
接
新
世
紀
」
在
陳
埭
鎮
第
五
次
回
民
代
表
会

議
上
的
報
告
、
二
〇
〇
一
年
四
月
二
〇
日
。

〈
33
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
陳
埭
回
族
社
区
二
〇
〇
七
年
社
会
経
済
情

況
統
計
」
二
〇
〇
八
年
一
月
。

〈
34
〉 

陳
埭
鎮
人
民
政
府
「
二
〇
〇
八
年
四
川
抗
震
救
災
愛
心
榜
」
に

基
づ
い
て
筆
者
が
計
算
。

〈
35
〉 

丁
毓
玲
・
丁
恵
蘭
「
民
族
政
策
暖
人
心
、
回
民
生
活
歩
歩
高
」

晋
江
市
伊
斯
蘭
教
協
会
編
『
晋
江
穆
斯
林
』（
内
部
学
習
資
料
）
第

一
〇
期
、
一
九
九
五
年
一
月
二
〇
日
、
一
頁
。

〈
36
〉 
「
陳
埭
回
族
歴
史
学
術
研
討
会
召
開
」
晋
江
県
陳
埭
伊
斯
蘭
教

協
会
小
組
編
『
陳
埭
穆
斯
林
』
第
七
号
。

〈
37
〉 
「
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
工
作
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
六
月
一

九
日
。
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〈
38
〉 

丁
毓
玲
・
丁
恵
蘭
「
民
族
政
策
暖
人
心
、
回
民
生
活
歩
歩
高
」

晋
江
市
伊
斯
蘭
教
協
会
編
『
晋
江
穆
斯
林
』（
内
部
学
習
資
料
）
第

一
〇
期
、
一
九
九
五
年
一
月
二
〇
日
、
一
頁
。

〈
39
〉 
以
上
は
鎮
党
政
弁
公
室
職
員
で
あ
る
謝
少
梅
が
提
供
し
た
数
字

で
あ
り
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

〈
40
〉 

廈
門
大
学
『
晋
江
県
陳
埭
公
社
回
族
調
査
』。

〈
41
〉 

王
柯
『
中
国
に
お
け
る
回
族
の
宗
族
と
海
外
移
住
│
│
福
建
泉

州
丁
氏
と
山
東
淄
川
蒲
氏
を
手
が
か
り
に
』（
平
成
一
七
年
度
〜
一

九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、

課
題
番
号
一
七
五
一
〇
二
〇
四
、
一
〇
七
頁
）。

〈
42
〉 

「
晋
邑
江
頭
丁
氏
豎
棋
柱
表
亭
公
派
下
家
譜
牒
序
」（
一
）「
至
三

世
祖
碩
徳
公
、
植
業
於
城
南
、
而
四
世
祖
仁
庵
公
、
始
徙
居
住
陳

江
」。

〈
43
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
晋
江
市
陳
埭
鎮
回
族
工
作
、
重
申

陳
埭
鎮
丁
氏
回
族
民
族
成
份
三
十
周
年
（
一
九
七
九

－

二
〇
〇
九
）」

六
頁
。

〈
44
〉 

同
右
。

〈
45
〉 

以
上
は
現
在
の
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
丁
振
沛
主
任
の
紹
介

に
よ
る
。
丁
振
沛
主
任
は
か
つ
て
岸
兜
村
の
共
産
党
書
記
と
村
民
委

員
会
主
任
（
村
長
）
を
合
計
三
回
、
約
十
年
間
務
め
、
丁
楷
恩
と
さ

ら
に
近
い
血
縁
関
係
を
も
っ
て
い
る
が
、
良
い
チ
ャ
ン
ス
を
村
民
に

譲
れ
た
と
話
し
て
い
る
。

〈
46
〉 

福
建
省
晋
江
県
革
命
委
員
会
文
件
、
晋
革（
七
九
）〇
〇
四
号

「
関
於
重
申
陳
埭
公
社
七
個
大
隊
丁
姓
回
族
問
題
的
批
復
」。

〈
47
〉 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
定
年
退
職
後
陳
埭
回
族
事
務
委
員
会

副
主
任
を
務
め
、
そ
れ
ま
で
陳
埭
公
社
衛
生
院
の
会
計
を
務
め
て
い

た
丁
桐
志
が
は
っ
き
り
覚
え
て
い
た
が
、
し
か
し
理
由
に
つ
い
て
は

全
く
考
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

〈
48
〉 

人
民
公
社
時
代
か
ら
陳
埭
公
社
工
商
管
理
所
に
勤
め
、
後
に

「
陳
埭
回
族
」
の
身
分
を
回
復
し
、
そ
し
て
第
一
回
陳
埭
鎮
回
族
事

務
委
員
会
副
主
任
を
務
め
た
丁
国
標
の
叙
述
に
基
づ
く
。

〈
49
〉 

「
利
用
国
家
対
少
数
民
族
的
照
顧
和
自
力
更
生
来
搞
活
民
族
経

済
」。
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
編
「
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
二

〇
年
大
事
記
」
二
〇
〇
四
年
、
ガ
リ
版
。

〈
50
〉 

以
上
の
経
緯
は
、
基
本
的
に
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
一
日
と
二

三
日
の
丁
国
標
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
陳
埭
鎮
回
族

事
務
委
員
会
内
に
あ
る
晋
江
伊
斯
蘭
教
協
会
事
務
室
内
と
泉
州
唯
美

口
腔
医
院
の
事
務
室
だ
っ
た
。
当
時
そ
の
場
に
は
複
数
の
丁
氏
の
人

が
い
た
。

〈
51
〉 

「
発
刊
詞
」
陳
埭
伊
斯
蘭
教
協
会
小
組
編
『
陳
埭
穆
斯
林
』（
ガ

リ
版
）
第
一
号
、
一
九
八
七
年
四
月
二
五
日
。

〈
52
〉 

「
告
読
者
」「
真
光
永
照
、
余
熱
長
輝
」『
晋
江
穆
斯
林
』（
ガ
リ

版
）
第
八
号
、
一
九
九
三
年
六
月
一
〇
日
。

〈
53
〉 

「
陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
工
作
彙
報
」
二
〇
〇
七
年
六
月
一

九
日
。

〈
54
〉 

陳
埭
鎮
回
族
事
務
委
員
会
「
陳
埭
清
真
寺
歴
史
沿
革
」。

〈
55
〉 
「
陳
埭
清
真
寺
管
委
会
名
簿
」
第
一
届
（
一
九
九
三
年
四
月
一

一
日
）。


